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1
Financial Reporting のプリファレンスの設定

次も参照:

Financial Reporting プリファレンスの設定
エクスプローラ・リポジトリの「全般」タブを使用して Oracle Hyperion
Financial Reporting プリファレンスを設定し、「Reporting Studio」タブ
でクライアントのプリファレンスを設定します。

Financial Reporting の全般プリファレンス
デフォルトのプレビュー・モード、ユーザー視点、問合せ対応エクスポ
ートと Word エクスポート、同じタイプのプロンプト、注釈の印刷の詳
細、3 桁ごとの区切り文字と小数点および日付値フォーマットを定義しま
す。

Reporting Studio のプリファレンス
単位とガイドラインの設定を定義します。

Financial Reporting プリファレンスの設定
エクスプローラ・リポジトリの「全般」タブを使用して Oracle Hyperion Financial
Reporting プリファレンスを設定し、「Reporting Studio」タブでクライアントのプリ
ファレンスを設定します。

Financial Reporting のプリファレンスを設定するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ファイル」、「プリファレンス」の順に選択しま
す。

2.「プリファレンス」ダイアログ・ボックスで、「Financial Reporting」をクリックし
ます。

3.「全般」タブおよび「Reporting Studio」タブで、目的のプリファレンスを設定しま
す。

Financial Reporting の全般プリファレンス
デフォルトのプレビュー・モード、ユーザー視点、問合せ対応エクスポートと Word
エクスポート、同じタイプのプロンプト、注釈の印刷の詳細、3 桁ごとの区切り文字と
小数点および日付値フォーマットを定義します。

表 1-1 Financial Reporting の全般プリファレンス

プリファレン
ス

説明

デフォルトの
プレビュー・
モード

ドキュメントのプレビュー方法(HTML または PDF)
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表 1-1 (続き) Financial Reporting の全般プリファレンス

プリファレン
ス

説明

ユーザー視点 レポートを実行する前にユーザー視点を表示するかどうか
「メンバーの設定」をクリックして、ユーザー視点を使用するとき使用可能に
するメンバーを選択します。詳細は、Financial Reporting ドキュメントのユー

ザー視点の設定を参照してください。

問合せ対応エ
クスポート

Oracle Hyperion Financial Reporting レポートをエクスポートする方法

• エクスポート・モード

– 「Smart View」では、レポートを Oracle Smart View for Office ファ

イルとしてエクスポートします。

– 「Excel グリッド」ではエクスポートされたファイルが Microsoft
Excel で開かれます。

– 「使用不可」では、レポートが HTML プレビューを使用して表示さ

れている場合に問合せ対応リンクを非表示にします。

• エクスポート先

– 「新規ワークシート」は、エクスポートされたレポートを既存の Excel
ワークブック内の新しいシートとして開きます。

– 「新規ワークブック」は、エクスポートされたレポートを新しい Excel
ワークブック内のシート 1 として開きます。

ノート:   
「エクスポート先」は、「エクスポート・モード」が「Smart View」に設定さ

れている場合にのみ適用されます。これらのオプションは「エクスポート・モ
ード」が「単純 Excel」に設定されている場合は使用できません。

Financial Reporting の全般プリファレンス
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表 1-1 (続き) Financial Reporting の全般プリファレンス

プリファレン
ス

説明

Word エクス

ポート

Word ドキュメントをエクスポートする方法:

• イメージ - .jpg ベースの.doc ファイルを生成します。レポート・コンテン

ツは、Word ドキュメントの各ページのイメージです。

メリット: イメージ・フォーマットのレイアウトは、PDF のレイアウトと

同じになります。

デメリット: イメージは編集できません。

• ドキュメント - .docx ファイルを生成します。レポート・コンテンツは、

テキストおよび表として Word ドキュメントに出力されます。チャート

はイメージとして表示されます。
メリット: イメージを Word で編集できます。

デメリット: Financial Reporting レポート・コンポーネントがレイアウト

情報で失われます。すべてのコンポーネントが.docx ドキュメントの左

側に配置されます。横に並んだ Financial Reporting オブジェクトが 2 つ

ある場合、右側のオブジェクトが左側のオブジェクトの下に表示されま
す。page ()などの一部の Financial Reporting 機能が正常に機能しませ

ん。

注意: JConsole において MBean タブの「属性」セクションで、

Word2007ExportIgnorePageBreakプロパティに改ページ情報を設定で

きます。

デフォルト値の true のままにした場合。

値を false に設定した場合、Financial Reporting によってページ番号が付けら

れます。

Financial Reporting 構成プロパティの詳細は、Oracle Hyperion Financial
Reporting 管理者ガイドの付録 A「プロパティ情報」を参照してください。

同じタイプの
プロンプトを
マージする

繰り返されるプロンプトまたは変数に、一度のみ応答するかまたは連続して応
答するか

注意: 「同じタイプのプロンプトをマージする」を選択しない場合、

JConsole.exeファイルのデフォルトの設定が使用されます。JConsole の詳

細は、Oracle Hyperion Financial Reporting 管理者ガイドの付録 A「プロパティ

情報」を参照してください。

注釈の印刷の
詳細

注釈の印刷方法
• 脚注の詳細を使用 - システム定義の脚注を作成します。汎用フォーマッ

トが適用され、システム定義のサイズとフォントが使用されます。この
オプションを有効にするには、「注釈印刷のプリファレンス」ドロップダ
ウンで「詳細」を選択します。

• 脚注のテキスト・オブジェクトを使用 - レポートのテキスト・オブジェク

トの脚注機能を使用して注釈を印刷します。脚注機能は、レポート設計
者が作成します。このオプションは、注釈のフォーマットおよび印刷に
関してより柔軟性に富んでいます。たとえば、脚注機能を指定して見出
しとコンテンツに異なるサイズ、フォント、および色を適用したグリッ
ド注釈のみを印刷できます。このオプションを有効にするには、「注釈印
刷のプリファレンス」ドロップダウンで「テキスト・オブジェクト」を
選択します。

3 桁ごとの区

切り文字

カンマ、ピリオド、アンダースコアまたはスペース

Financial Reporting の全般プリファレンス
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表 1-1 (続き) Financial Reporting の全般プリファレンス

プリファレン
ス

説明

小数点 カンマ、ピリオド、アンダースコアまたはスペース

日付値フォー
マット

Oracle Essbase の日付値が Financial Reporting のレポートに表示される方法

グリッド内のセルは、Essbase に数値として格納されている日付値を戻すこと

ができます。

「日付値フォーマット」は、PDF ファイルで注釈を表示するときの日付フォー

マットと、バッチ・スケジューラの「開始時刻」列における日付の表示方法も
制御します。

Reporting Studio のプリファレンス
単位とガイドラインの設定を定義します。

表 1-2 Reporting Studio のプリファレンス

プリファレン
ス

説明

単位 レポート・デザイナでの単位設定

ガイドライン レポート・デザイナでの背景設定

Reporting Studio のプリファレンス
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2
データベース接続の管理

次も参照:

データベース接続マネージャ
データベース接続マネージャを使用すると、レポート、ブック、保存済
レポート・オブジェクト(行/列のテンプレート、グリッド)、バッチおよ
びスケジュール済バッチを管理できます。

データベース接続の追加と編集
データベース接続を作成すると、データベース接続は「データベース接
続マネージャ」ダイアログ・ボックスのリストに追加されます。

データベース接続へのログオン
通常、ログオンは自動的に行われます。

データベース接続のプロパティ
データベース接続の名前、タイプ、サーバー、ユーザー ID、パスワー
ド、およびアプリケーション/データベースを定義します。

アプリケーション名とデータベース名の選択
「アプリケーションの選択」ダイアログ・ボックスには、アプリケーショ
ンおよび対応するデータベースのツリー・ビューが表示されます。

データベース接続の編集
データベース接続を編集できます。

データベース接続の削除
データベース接続を削除できます。

データベース接続の変更
エクスプローラ・リポジトリのレポートとブックのデータベース接続を
変更できます。

Essbase サーバーへのアクセス

Analytic Services と Planning 詳細のデータベース接続の変更
レポートのデータベース接続を Analytic Services から Planning 詳細へ、
またはその逆に変更する場合は、いくつかの制限があります。

データベース接続マネージャ
データベース接続マネージャを使用すると、レポート、ブック、保存済レポート・オ
ブジェクト(行/列のテンプレート、グリッド)、バッチおよびスケジュール済バッチを
管理できます。

レポートとレポート・オブジェクトを開発環境から本番環境に移動したり、本番用サ
ーバーの間で移動したりできます。

データベース接続マネージャは、各データベース接続に関する次の情報を提供します。

• 名前 - データベース接続名
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• タイプ - データ・ソースのタイプ

• 値 - 接続パス

ノート:   

Oracle Fusion General Ledger は、Essbase のみをデータベースとして使用しま
す。

デザイナは、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace を使用
して、名前の作成や管理、データベース接続への割当てを行うことができます。

ユーザーは、たとえば、レポートにグリッドを追加しているとき、Oracle Hyperion
Financial Reporting Studio でプロンプトが表示されたら、既存のデータベース接続を
選択できます。データベース接続は、データベース名、ID、パスワードおよびデータ
ソースによって異なるいくつかの値で構成されます。

ノート:   

Oracle Hyperion Financial Reporting のこのリリースでは、SAP BW および
MS OLAP をデータ・ソースとして使用することはサポートされていません。

データベース接続の追加と編集
データベース接続を作成すると、データベース接続は「データベース接続マネージャ」
ダイアログ・ボックスのリストに追加されます。

データベース接続を追加するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ツール」、「データベース接続マネージャ」の順
に選択します。

2.「新規」をクリックします。

3.「データベース接続のプロパティ」でリクエストされた値を入力し、「OK」をクリ
ックします。

ノート:   

「データベース接続のプロパティ」ダイアログ・ボックスのフィールドは、選
択したデータ・ソースによって異なります。

4. アプリケーション名とデータベース名を追加するには、 をクリックして選
択します。アプリケーション名とデータベース名の選択を参照してください。

ノート:   

アプリケーション参照ボタンを使用すると、アプリケーションおよび対応する
データベースのツリー・ビューが表示されます。アプリケーションは親、デー
タベースは子として表示されます。アプリケーションまたはデータベースを
検索できます。データベースに関連付けられていないデータ・ソースでは、ア
プリケーションのみがリストされます。

データベース接続の追加と編集
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データベース接続へのログオン
通常、ログオンは自動的に行われます。

データベースに登録されていない場合は、「データベース接続のプロパティ」ダイアロ
グ・ボックスからのログオンを求めるメッセージが表示されます。このダイアログ・
ボックスには、レポート設計者によって割り当てられたデータベース接続名が表示さ
れます。

データベース接続にログオンするには:

1.「データベース接続のプロパティ」で、ユーザー名とパスワードを入力します。

2.「OK」をクリックします。

データベース接続のプロパティ
データベース接続の名前、タイプ、サーバー、ユーザー ID、パスワード、およびアプ
リケーション/データベースを定義します。

表 2-1 データベース接続のプロパティ

プロパティ 説明

データベース接
続名

データベース接続を識別する名前

タイプ データ・ソースのタイプ

サーバー データ・ソースのサーバー名
注意: Fusion Applications の場合、Essbase_FA_Cluster と入力します。

ユーザー ID データ・ソースのユーザー ID

パスワード データ・ソースにアクセスするためのパスワード

アプリケーショ
ン/データベース をクリックし、アプリケーションおよびデータベースを選択しま

す。アプリケーション名とデータベース名の選択を参照してください。

アプリケーション名とデータベース名の選択
「アプリケーションの選択」ダイアログ・ボックスには、アプリケーションおよび対応
するデータベースのツリー・ビューが表示されます。

アプリケーションは親として表示され、データベースは子として表示されます。

アプリケーション名とデータベース名を選択するには:

1.「データベース接続のプロパティ」ダイアログ・ボックスで「アプリケーション」
フィールドの横のアイコンをクリックし、リストをスクロールして選択を特定する
か、「アプリケーション/データベース」フィールドにアプリケーション名またはデ
ータベース名を入力します。

データベースに関連付けられていないデータ・ソースでは、アプリケーションのみ
がリストされます。

2. データベースに関連付けられているデータ・ソースについては、データベースを選
択して「OK」をクリックします。データベースに関連付けられていないデータ・
ソースについては、アプリケーションを選択して「OK」をクリックします。

データベース接続へのログオン
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データベース接続の編集
データベース接続を編集できます。

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ツール」、「データベース接続マネージャ」の順
に選択します。

2.「データベース接続マネージャ」で、編集するデータベース接続を選択し、「編集」
をクリックします。

3. 必要な変更を加え、「OK」をクリックします。

データベース接続の削除
データベース接続を削除できます。

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ツール」、「データベース接続マネージャ」の順
に選択します。

2.「データベース接続マネージャ」で、除去するデータベース接続を選択し、「削除」
をクリックします。

3. 確認メッセージが表示されます。「はい」をクリックして、削除を確認します。

データベース接続の変更
エクスプローラ・リポジトリのレポートとブックのデータベース接続を変更できます。

開発環境サーバーから本番環境サーバーに移行するときに、データベース接続を変更
できます。

変更したデータベース接続のディメンションが変更前のデータベース接続のディメン
ションと異なる場合は、次のようなエラー・メッセージが表示されます。

1012:レポートに無効なグリッドが含まれています。次のディメンションが見つかり
ませんでした: <ディメンション>

ディメンションが一致しないレポートを開いて保存すると、次の処理が行われます。

• 古いデータベース接続にあって新規データベース接続にないディメンションは除
去されます。行または列(あるいはその両方)内のディメンションとそのメンバー
はグリッドから除去されます。削除の結果、行または列にディメンションがなく
なった場合、レポートを実行するには、クリアされた行または列に有効なディメ
ンションを追加する必要があります。

• 新規データベース接続にあって古いデータベース接続にないディメンションは
POV に追加されます。

レポートの行と列の両方に少なくとも 1 つのディメンションがある場合は、レポート
を実行したり、エラー・メッセージが表示されたときに開いたりできます。レポート
をリポジトリからエクスポートすることもできます。

ディメンションの不一致に対して自動的に変更を行わない場合は、レポートを閉じて
元のデータベース接続に戻すことができます。

レポートまたはブックのデータベース接続を変更するときに、データベースに同じデ
ィメンションがあるかどうかを検証することもできます。このオプションがレポート
に対して選択されていると、ディメンションが一致しない場合、アクションが失敗し
たことが示されます。同様に、ブック内の特定のレポートについてディメンションが
一致しない場合は、ブック全体のアクションが失敗したことが示されます。検証を行
わない場合は、レポートとブックのデータベース接続が変更され、ディメンションが
一致しないことは示されません。ただし、レポートまたはブックを開くか実行すると
エラーが発生することがあります。

データベース接続の編集
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データ・ソースを変更するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ツール」、「データベース接続の変更」の順に選
択します。

2.「タイプ」フィールドで、レポート・タイプ、アイテムを選択し、「OK」をクリッ
クします。

3.「データベース接続の変更」でアイテムを選択し、「OK」をクリックします。

4.「データベース接続の検索」で、変更するデータベース接続を選択します。

5.「置換後」でデータベース接続を選択します。

新規データベース接続を作成するには、「新規データベース接続」をクリックしま
す。データベース接続の追加と編集を参照してください。

6. 複数のアイテムを選択した場合、選択したすべてのアイテムを変更します。

7.「OK」をクリックします。

Essbase サーバーへのアクセス
「データベース接続マネージャ」で、「サーバー」フィールドを使用すると、様々な方
法で Oracle Essbase サーバーにアクセスできます。2 つのモード(埋込みモードまたは
3 層 APS モード)のいずれかを使用してアクセスできます。3 層 APS モードの場合、
Oracle Hyperion Financial Reporting で、EssbaseJAPIServer プロパティを使用して
JConsole の APS サーバー・マシン名を定義します。すべての API 呼出しはそのサーバ
ーを介して送信されます。

• 両方のモードで、直接 Essbase サーバーを指定します - Host[:port]。たとえば、
EssServer1:1423です。

• 両方のモードの Essbase クラスタ名では、次のいずれかの行えます:

– Essbase クラスタ名を直接指定します。たとえば、EssCluster1です。
Financial Reporting では、実行時にクラスタ名をサーバー名に内部的に解決し
ます。

– Essbase クラスタ名を含む APS URL を入力します。たとえば、http://
host:port/aps/Essbase?ClusterName=EssCluster1で、この
host:portは Essbase クラスタ名を解決するための APS サーバーです。フ
ェイルオーバーは Essbase クラスタ内の Essbase サーバー全体でサポートさ
れています。

• 3 層モードでのみ、APS クラスタ名を入力できます。たとえば、APSCluster1で
す。

APS クラスタ名およびメンバーは Essbase 管理ユーティリティで定義されていま
す。この方法は、APS クラスタ内の Essbase サーバー全体でフェイルオーバーお
よびロード・バランシングをサポートします。

Analytic Services と Planning 詳細のデータベース接続の変更
レポートのデータベース接続を Analytic Services から Planning 詳細へ、またはその逆
に変更する場合は、いくつかの制限があります。

データ・ソースの参照のみが変更され、変換は行われません。

Essbase サーバーへのアクセス
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Analytic Services からプランニング詳細への変更

レポートのデータベース接続を Analytic Services からプランニング詳細に変更する場
合は、次の事項を考慮する必要があります。

• レポートとブックで定義されているディメンションと関数が変更先のデータ・ソ
ースに存在する必要があります。次の制限事項が適用されます。

– 属性ディメンションは、Essbase の場合にのみサポートされます。

– Hsp_Rates はディメンションとして使用可能ではありません。

– リンク・レポート・オブジェクト(LRO)がサポートされていないため、セル・
テキスト機能は使用できません。

– レベル 0 を使用したメンバー選択のみがサポートされます。

• レポートを開く前に、ディメンションが存在することを検証します。グリッドに
定義されているディメンションをプランニング詳細のデータ・ソースで使用可能
でない場合は、変更が行われません。無効な関数が使用されている場合はエラー
が戻されます。レポート・デザイナは、無効な関数またはディメンションを除去
する必要があります。

プランニング詳細から Analytic Services への変更

Analytic Services レポートには無関係の機能が Planning 詳細レポートに定義されてい
る場合があります。たとえば、Planning の注釈、サポート詳細などですサポート詳細
がレポートに定義されている場合、その説明は無視されます。Planning の注釈が使用
されている場合はエラーが戻されます。レポートを実行するには、レポート・デザイ
ナが Planning の注釈機能を除去する必要があります。

Analytic Services と Planning 詳細のデータベース接続の変更
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3
Financial Reporting ブックのドキュメントの

設計

次も参照:

エクスプローラ・リポジトリのファイル、フォルダおよびドキュメントについて
エクスプローラ・リポジトリを使用してファイル、フォルダおよびドキ
ュメントを管理します。

ドキュメントの作成

ブックについて
ブックは、エクスプローラ・リポジトリに作成、編集および保存します。
ブックを作成するには、Planning サービス管理者または Planning パワ
ー・ユーザーの役割が必要です。

ブックの作成
ブックは、エクスプローラ・リポジトリに作成、編集および保存します。

ブックへのレポートおよびドキュメントの追加
エクスプローラ・リポジトリを使用してレポートとドキュメントをブッ
クに追加します。

レポートおよびドキュメントの検索

メンバーの操作
メンバーの選択、メンバー・リストの作成および保存、データベース接
続からメンバーを動的に取得する関数の選択を実行します。

ブックのオープン、名前変更および保存
エクスプローラ・リポジトリでブックとスナップショット・ブックのオ
ープン、名前変更、保存を行います。

レポート、ブックおよびスナップショット・ブックの表示
エクスプローラ・リポジトリで PDF ファイルを表示するには、Acrobat
Reader がインストールされている必要があります。

レポート、ブックおよびスナップショット・ブックの印刷
ブック全体またはスナップショット・ブック全体を印刷したり、ブック
またはスナップショット・ブック内の個々のレポートを印刷できます。

他の Financial Reporting オブジェクトと同じ名前を持つスナップショット・ブッ
クを開く

URL を使用して、他の Oracle Hyperion Financial Reporting オブジェク
トと同じ名前を持つスナップショット・ブックを開きます:

ブック・エディタでの URL の追加
Oracle Universal Content Management またはその他の汎用サーバーか
ら URL をブックに追加できます。
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エクスプローラ・リポジトリのファイル、フォルダおよびドキュ
メントについて

エクスプローラ・リポジトリを使用してファイル、フォルダおよびドキュメントを管
理します。

• ドキュメント、ファイル、およびフォルダは、次のフォーマットで開くことがで
きます:

– PDF

– テキスト・ファイル

• Oracle Hyperion Financial Reporting ユーザーはドキュメントをサブスクライブ
できます。ドキュメントが更新されるとユーザーに通知されます。

• 他のユーザーがドキュメントにアクセスするには、Financial Reporting ユーザー
がドキュメントをインポートする必要があります。インポートは、以前プライベ
ートだった情報を公開します。

ドキュメントの作成
ドキュメントの作成には、Financial Reporting ブックまたはバッチの作成が含まれま
す。

ドキュメントを作成するには:

1. 「ファイル」、「新規」、「ドキュメント」の順に選択します。

2. 次のオプションのいずれかを選択します:

• レポートを収集してブックを作成(ブックの作成を参照)

• スケジュールを設定するレポートのバッチを作成(バッチの設計を参照)

3. ウィザードでリクエストされた情報を入力し、「終了」をクリックします。

ブックについて
ブックは、エクスプローラ・リポジトリに作成、編集および保存します。ブックを作
成するには、Planning サービス管理者または Planning パワー・ユーザーの役割が必要
です。

ブックには、次を含めることができます:

• Oracle Hyperion Financial Reporting のドキュメント

• 動的レポート

• スナップショット・レポート

• 見出しテキスト

• URL リンク

ブラウザまたは Oracle Universal Content Management サーバーから URL をコピ
ーできます。

• サード・パーティのドキュメント

エクスプローラ・リポジトリのファイル、フォルダおよびドキュメントについて
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– 次のものを含む Microsoft Word:

* FRExecute関数を使用した埋込み Financial Reporting レポート。
FRExecute を使用した Financial Reporting レポートの Microsoft Word
および HTML ドキュメントへの埋込みを参照してください。

* Smart View クエリー

– Microsoft Excel

– Microsoft PowerPoint

– PDF ファイル

– HTML ファイル

– テキスト(.txt)ドキュメント

サード・パーティのドキュメントは目次に表示され、Financial Reporting ドキュ
メントと同様に開くことができます。「PDF のブック全体」を指定してブックを開
くと、それらも PDF ファイルに含められます。

ブックのタイプ

次の 2 つタイプのブックを定義してリポジトリに保存できます。

• ブック - レポート、スナップショット・レポートおよびその他のアーティファクト
(テキスト・ファイルや PDF ファイル、Microsoft PowerPoint、Excel、Word ファ
イルなど)で構成されます。ブックを実行すると、レポート・データがデータベー
スから動的に取得されます。スナップショット・データは静的なままです。

• スナップショット・ブック - スナップショット・ブックとして保存されたブック。
レポートに格納されるデータおよび目次は、ブックの保存時に作成されます。ス
ナップショット・ブックを表示するたびにデータレベルのセキュリティが適用さ
れるわけではありません。データレベルのセキュリティは、スナップショット・
ブックの作成時に適用され、スナップショット・ブックを保存したユーザーに設
定されているデータレベルのセキュリティに基づきます。

Oracle Hyperion Financial Reporting Studio で作成されたレポートまたはスナップシ
ョット・レポート、リポジトリ内のその他のアーティファクト(テキスト、HTML、PDF
ファイル、Microsoft PowerPoint、Excel、Word ファイルなど)、および URL はブック
にまとめることができます。これにより、1 つのセッションで独自の出力を生成できま
す。

ブックは、複数のバージョンのレポートや異なるメンバー選択のレポートを生成する
ように構成できます。これらのレポートを含んでいるブックを実行すると、含まれて
いるすべてのレポートが一度に実行されます。ブックに含まれているレポートの印刷
または表示は、個別に行うことも、ブックとして行うこともできます。

次の表に、レポート、スナップショット、ブックおよびスナップショット・ブックに
使用可能な機能を示します。

表 3-1 レポート、スナップショット、ブックおよびスナップショット・ブックに使用可能な機能

機能 レポート スナップショット ブック スナップショット・ブ
ック

プロンプト はい いいえ はい いいえ

ユーザーの POV はい いいえ いいえ いいえ

ブックについて
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表 3-1 (続き) レポート、スナップショット、ブックおよびスナップショット・ブックに使用可能な機能

機能 レポート スナップショット ブック スナップショット・ブ
ック

XML、HTML および

PDF
はい はい はい はい

ページ軸 はい はい はい はい

展開 はい いいえ いいえ いいえ

関連コンテンツ はい はい はい はい

グリッドの POV はい いいえ いいえ いいえ

データ・セキュリテ
ィ 1

はい いいえ はい いいえ

電子メール・リンク はい はい はい はい

1 データ・ソース・セキュリティが適用されます。

ブックの視点

ブックにはブック POV が含まれています。この POV は、ブックに含まれている各レ
ポートのユーザー POV のディメンションをすべて組み合せたものです。レポートに
定義されていないディメンションは、デフォルトでユーザー POV のメンバーとなり、
ディメンションはブック・エディタのブック POV に表示されます。ユーザー POV を
ブック POV のメンバーとして選択することでパラメータを変更することもできます
(パラメータはブック定義に格納されないため)。

ブック POV のディメンションとして選択されたメンバーは、ブック POV のそのディ
メンションを参照する各レポートで使用されます。POV 内のデータ・ソースは、ブッ
ク内のレポートで使用されるデータ・ソースと同じです。

ブックをバッチの一部としてスケジュールすると、ユーザー POV を参照するディメン
ションは、スケジュール済バッチの POV によってコントロールされます。

ノート:   

ブック POV の DTS 関数はサポートされていません。

ブック出力

ブック出力には、PDF および HTML 用に次の機能があります:

• セクションおよびサブセクションを含むブックを目次付きで定義できます

• レイアウトおよびページのカスタマイズにテンプレートを使用できます(HTML
のみ)。

Oracle Hyperion Financial Reporting 管理者ガイドのブック HTML 出力レイアウト
の管理に関する項を参照してください。

ブックについて
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• Oracle Universal Content Management を使用して、サード・パーティのドキュメ
ントをブックに追加できます。

ブックの作成
ブックは、エクスプローラ・リポジトリに作成、編集および保存します。

次も参照:

ブックを作成する際の考慮事項

ブックの作成

ブック・プロパティの設定

目次の追加

表紙の追加

ブックを作成する際の考慮事項

ブックを作成する際には、次の点に注意してください:

• ブックに挿入される HTML ドキュメントは、チャート、イメージ、および
FRExecuteの結果の表示における制限のため、PDF 出力ではサポートされていま
せん。この場合、HTML のかわりに Word ドキュメントを使用します。

• ブック検索は、<123>のような山カッコで囲まれたテキスト以外の特殊文字に対し
て正常に機能します。文字"<"、">"または"123"は別々に検索できます。

• ブックをスナップショット・ブックとして保存すると、展開機能は除去されます。

• Oracle Hyperion Financial Reporting レポートの関連コンテンツは、ブック出力に
含めることができ、HTML ブックで使用できます。ブックでの関連コンテンツの
動作を参照してください。

• URL を除き、ブックのファイルを選択するには、それらがリポジトリ内に格納さ
れている必要があります。

• Financial Reporting は、Financial Reporting レポートおよびテキスト・データを含
む予算台帳を PDF フォーマットまたはデプロイ可能な HTML Web サイト形式で
作成する機能により、Public Sector Planning and Budgeting をサポートします。
Public Sector Planning and Budgeting でのブックの使用方法を参照してくださ
い。

ブックの作成

ブックは、エクスプローラ・リポジトリに作成、編集および保存します。

ブックを作成するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ファイル」、「新規」、「ドキュメント」の順に選
択します。

2. タスクの選択ウィザードで、「レポートを収集してブックを作成」を選択し、「次」
をクリックします。

3.「ファイルの選択」でレポートおよびその他のアーティファクトを選択し、 をク
リックして「選択アイテム」列に移動します。

ブックの作成

Financial Reporting ブックのドキュメントの設計  3-5



レポートまたはその他のアーティファクトをブックからを除去するには、レポート

またはアーティファクトを選択し、 をクリックします。ブックからすべてのレポ

ートおよびアーティファクトを除去するには、 をクリックします

リポジトリ内のレポートまたはその他のアーティファクトを移動、削除または名前
変更すると、そのアイテムは次回ブックを開いたときにブックから除去されます。
それらのアーティファクトをブックに含める場合は、再度追加する必要がありま
す。

4.「終了」をクリックし、「ブック・エディタ」を開きます。

目次にディメンションを表示するには、ブック・エディタでディメンション名を選
択します。次に下部のパネルで、「表示」を選択します。

5. オプション: ブック POV のメンバー選択を追加または変更します。

a.「名前」列でディメンション行をダブルクリックし、「メンバー選択」を表示しま
す。

b. メンバーを選択します。

c.「OK」をクリックします。

6. オプション: 選択したレポート・メンバーを 1 つのレポートから別のレポートにコ
ピーします。

a. コピーするメンバーが含まれているレポートを選択します。

b.「編集」、「メンバー選択のコピー」の順に選択し、レポートを選択します。

メンバー選択は、ユーザー視点のディメンションが同じレポート間でのみコピーさ
れます。

7.「ファイル」、「保存」の順に選択して、ファイル名と説明を指定してブックを保存
します。

ブック・プロパティの設定

次の領域でブックのプロパティを設定できます。

• 全般 - ブックのグローバル設定を指定します。用紙サイズの設定、連続したページ
番号の設定、ページ番号に目次を含める設定、レポートに基づく目次の丁合いま
たはメンバー選択に基づく目次の丁合いの設定、バッチ出力に関連コンテンツを
含める設定、開始ページ番号の指定、および組込みコンテンツ処理(FRExecute
およびハイパーリンク)を可能にする設定を行うことができます。

• 目次 - 印刷出力に目次を含め、ページの向きの設定を行うことができます。

ブックの「全般」プロパティを変更するには:

1. エクスプローラ・リポジトリでブックを右クリックし、「ファイル形式を指定して
開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. エディタの右上部のドロップダウン・リストから「ブックの設定」を選択します。

3. 「全般」という見出しの下で次のプロパティを編集します。

• 用紙サイズ

• 連続したページ番号— ページ番号を印刷するには、ブック内の各レポートの
ヘッダーまたはフッターのページ番号設定を指定する必要があります。

ブックの作成
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• ページ番号に目次を含める

• 丁合基準

• バッチ出力に関連コンテンツを含める— ブックの「ブックの設定」プロパテ
ィが「バッチ出力に関連コンテンツを含める」に設定されており、ブック全体
を 1 つの PDF で生成する場合、生成される PDF に関連コンテンツのリンクが
すべて含まれます。関連コンテンツ・リンクのオブジェクトはリンク元のレポ
ートに続いて表示されます。関連コンテンツ・リンクのオブジェクトは、常に
ブックの目次に含まれます。リンク元のレポートの子として表示されます。
同じオブジェクトが複数回リンクされているか、異なるレポートからリンクさ
れている場合、そのオブジェクトは一度のみ含まれ、目次に 1 回のみ表示され
ます。

• 開始ページ番号

• 組込みコンテンツ処理の有効化— FRExecute関数およびハイパーリンクの
Word、HTML および URL オブジェクトの処理をオンにする場合は、「はい」
を選択します。FRExecute関数およびハイパーリンクの Word、HTML およ
び URL オブジェクトの処理をオフにする場合は、「いいえ」を選択します。
FRExecute関数またはハイパーリンクを持たない Microsoft Word オブジェ
クトを含むブックの場合、「いいえ」を選択します。

• 埋込みコンテンツ処理の動作の詳細は、ハイパーリンクおよび FRExecute の
動作の処理を参照してください。

ブックの目次プロパティを変更するには:

1. エクスプローラ・リポジトリでブックを右クリックし、「ファイル形式を指定して
開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. エディタの右上部のドロップダウン・リストから「ブックの設定」を選択します。

3. 「目次」という見出しの下で次のプロパティを編集します。

• 印刷出力に含める: HTML または PDF のプレビューの場合、このオプション
は適用されません。ブックのプレビューには常にブックの目次が含まれます。

• 向き: 「縦長」または「横長」を選択します

ブックでの関連コンテンツの動作

ブック・エディタで「静的ブック HTML および PDF に関連コンテンツを含める」を
選択した場合の関連コンテンツに関する追加情報を、次に記載します。

• このプロパティを true に設定した場合に、静的ブック HTML 出力が生成される
と、ブック内で見つかった関連コンテンツのリンクが追跡されます:

関連コンテンツのリンクが追跡されると、リンク内の URL が調べられます。

– URL が現在のリポジトリにあるレポートまたはスナップショット・レポート
を参照している場合、そのレポートが実行され、結果が静的ブック HTML 出
力に含まれます。レポートがスナップショット・レポートの場合は、リポジト
リからロードされて含まれます。レポートが実行されると、リンクをクリック
した場合と同じように、関連コンテンツ・リンクが含まれているセルの POV
が使用されます。

– URL がリポジトリ内のレポートまたはスナップショット・レポートに対する
リポジトリ・スマート・カットを参照している場合、URL が「関連コンテン

ブックの作成
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ツ」ダイアログ・ボックスで選択されたリポジトリ・オブジェクトへのリンク
である場合と同じように処理されます。

– URL がレポートまたはスナップショット・レポートではないリポジトリ・オ
ブジェクト(Word ドキュメント、HTML ファイル、PDF ファイルなど)に対す
るリポジトリ・スマート・カットを参照している場合、そのオブジェクトがリ
ポジトリから取得され、静的ブック HTML 出力に含まれます。

– URL が Oracle Universal Content Management ドキュメントを参照している
場合、そのドキュメントが取得され、静的ブック HTML 出力に含まれます。

– URL が、追跡される URL のリストにある URL を参照している場合、URL の
実行によって返された HTML が取得され、静的ブック HTML 出力に含まれま
す。

• セル・ドキュメントを持つセルが処理されます。

– セル・ドキュメントが物理ファイルの場合、そのファイルが静的ブック HTML
出力に含まれます。

– セル・ドキュメントが URL の場合、その URL は、関連コンテンツのリンク
として指定されたときと同じように処理されます。

ノート:   

セルに関連コンテンツのリンクが複数ある場合、それらの関連コンテンツのリ
ンクはすべて、同じように処理されます。セルにリンクが複数ある場合、
HTML ドキュメント内の標準のハイパーリンクが表示されます。しかし、ユー
ザーがそのハイパーリンクをクリックすると、使用可能なリンクのリストが表
示されます。

ハイパーリンクおよび FRExecute の動作の処理

Microsoft Word のリンクの動作は、関連コンテンツの動作に非常に似ています。ブッ
ク・エディタでは、章レベルで「HTML の目次に関連コンテンツを含める」オプショ
ンを使用して、.docまたは.htmlタイプの章でハイパーリンクを処理する方法を制御
できます。

FRExecuteレポートに関連コンテンツが含まれる場合、「FRExecute 処理の有効化」
を使用すると「HTML の目次に関連コンテンツを含める」との依存関係が存在します。
次の表に、ハイパーリンクおよび関連コンテンツを含む FRExecuteの予期される動作
を示します:

ノート:   

.docまたは.htmlドキュメントに FRExecuteおよびハイパーリンクが含ま
れない場合、「FRExecute処理の有効化」および「HTML の目次に関連コン
テンツを含める」の設定は不要です。

ブックの作成
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ケース 1: .docまたは.htmlドキュメントに、関連コンテンツがある FRExecuteお
よびハイパーリンクが含まれる

表 3-2  .docおよび.htmlドキュメントに、関連コンテンツがある FRExecuteおよびハイパーリンクが含ま
れる

If: 組込みコンテン

ツ処理の有効化 =
はい

組込みコンテン

ツ処理の有効化 =
いいえ

HTML の目次に

関連コンテンツ

を含める - はい

HTML の目次に

関連コンテンツ

を含める - いいえ

Then: 次が処理

されます:

X X • FRExecute

およびその
関連コンテ
ンツ

• ハイパーリ
ンク

X X • FRExecute

• ハイパーリ
ンク

X X ハイパーリンク

X X (処理は行われま

せん)

表 3-3 .docおよび.htmlドキュメントに、関連コンテンツがある FRExecuteが含まれ、ハイパーリンクは
含まれない

If: 組込みコンテン

ツ処理の有効化 =
はい

組込みコンテン

ツ処理の有効化 =
いいえ

HTML の目次に

関連コンテンツ

を含める - はい

HTML の目次に

関連コンテンツ

を含める - いいえ

Then: 次が処理

されます:

X X FRExecuteお

よびその関連コ
ンテンツ

X X FRExecute (関
連コンテンツな
し)

X X (処理は行われま

せん)

X X (処理は行われま

せん)

表 3-4 .docおよび.htmlドキュメントに、ハイパーリンクのみが含まれる

If: 組込みコンテン

ツ処理の有効化 =
はい

組込みコンテン

ツ処理の有効化 =
いいえ

HTML の目次に

関連コンテンツ

を含める - はい

HTML の目次に

関連コンテンツ

を含める - いいえ

Then: 次が処理

されます:

X X ハイパーリンク

X X (処理は行われま

せん)

ブックの作成
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表 3-4 (続き) .docおよび.htmlドキュメントに、ハイパーリンクのみが含まれる

If: 組込みコンテン

ツ処理の有効化 =
はい

組込みコンテン

ツ処理の有効化 =
いいえ

HTML の目次に

関連コンテンツ

を含める - はい

HTML の目次に

関連コンテンツ

を含める - いいえ

Then: 次が処理

されます:

X X ハイパーリンク

X X (処理は行われま

せん)

次の条件に該当する場合:

• FRExecute 処理の有効化 = はい

• HTML の目次に関連コンテンツを含める = はい

FRExecute の関連コンテンツおよびハイパーリンクが処理されます。

次の条件に該当する場合:

• FRExecute 処理の有効化 = はい

• HTML の目次に関連コンテンツを含める = はい

FRExecute の関連コンテンツおよびハイパーリンクが処理されます。

次の条件に該当する場合:

• FRExecute 処理の有効化 = はい

• HTML の目次に関連コンテンツを含める = はい

FRExecute の関連コンテンツおよびハイパーリンクが処理されます。

次の条件に該当する場合:

• FRExecute 処理の有効化 = はい

• HTML の目次に関連コンテンツを含める = はい

FRExecute の関連コンテンツおよびハイパーリンクが処理されます。

目次の追加

次も参照:

目次テキストの設定

ブックの目次への見出しテキストの追加

目次のカスタマイズ

目次テキストの設定

ブック・エディタの「テキストの表示」列の情報には目次の各アーティファクト・エ
ントリに対するテキストが表示されます。目次のデフォルト・テキストはアーティフ
ァクト名、またはメンバーの場合はメンバー名です。たとえば、ブックのアーティフ
ァクトがレポートの場合、レポート名が表示されます。ブックのアーティファクトが
外部ファイル(Microsoft Word ドキュメントなど)の場合、リポジトリのファイル名が
表示されます。

ブックの作成
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ブック・エディタの下部にあるパネルに、ブックのデフォルトのプロパティが表示さ
れ、アーティファクトのテキスト設定および目次の処理設定を変更できます。たとえ
ば、選択したアーティファクト名をアーティファクトのカスタマイズされたテキスト
に変更したり、選択したアーティファクトのテキストを何も表示しないようにするこ
とができます。その他のプロパティは読取り専用です。

アーティファクトの目次テキストを設定するには:

1. エクスプローラ・リポジトリでブックを右クリックし、「ファイル形式を指定して
開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. ブック・エディタで、アーティファクトをハイライトして下部のパネルにスクロー
ルします。次を編集できます:

• 表示 - 目次にアーティファクトを表示する場合、ドロップダウンから、「名前」
(アーティファクト名)、「説明」(リポジトリに存在する場合)または「カスタム・
テキスト」で選択します。テキストを非表示にするには、「表示しない」を選択
します。

「カスタム・テキスト」を選択すると、「テキストの表示」フィールドが有効に
なり、テキストを入力できます。

カスタム・テキストに Value 関数を含め、次のようにディメンションのメンバ
ー・ラベルを挿入できます。

<<value(dimension-name)>>

例: <<Value(Product)>>または<<Value(Year)>>

Value 関数を使用すると、ブック・デザイナで作成される目次がよりすっきり
と整理されます。たとえば、第 1 四半期(Qtr1)の子について実行された 2 つの
レポートをブックに含めることができます。カスタム・テキストには、
<<Value(Year)>>関数を含め、メンバー選択を非表示にできます。

次の例では、損益計算書(Profit & Loss)と貸借対照表(Balance Sheet)に期
(Period)と年(Year)が追加されます。

Profit and Loss for <<Value(Period)>> <<Value(Year)>>および
Balance Sheet for <<Value(Period)>> <<Value(Year)>>

これによって目次の表示は次のように変更されます。変更前:

 

 

変更後:

 

 

• テキストの表示 - カスタム・テキストを入力します。

• HTML の目次に関連コンテンツを含める - ブック・エディタでレポートを選択
した場合、使用できます。

ブックの作成
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• FRExecuteおよびハイパーリンクを含む処理の動作は、ハイパーリンクおよ
び FRExecute の動作の処理を参照してください。

• メンバー選択 - ブック・エディタでメンバーを選択した場合、使用できます。
視点のメンバーを変更するには、エントリ・フィールドをクリックして「ユー
ザー視点のプレビュー」ダイアログ・ボックスを表示し、メンバーを選択して

「OK」をクリックします。

ブックの目次への見出しテキストの追加

ブックの目次に見出しを追加するには:

1. ブック・エディタで、ブックのアーティファクトをハイライトします。

2. エディタの右側にある「見出しテキスト」で見出しテキストを入力し、「追加」を
クリックします。

ハイライトしたアーティファクトの下に見出しテキストが表示されますが、これは
移動できます。

ノート:   

メンバーが選択されている場合、このオプションは無効化されます。

目次のカスタマイズ

ツリー構造の見出しおよび小見出し付きの目次が、ブックにまとめられたドキュメン
トに対して作成されます。この階層内でコンテンツの追加、移動または削除、および
レイアウトのフォーマットを行うことができます。インデントの増減を行い見出し構
造を変更できます。メンバー選択をブック内のその他のレポートにコピーできます。

ブックでは、目次が作成されます。印刷された目次内のレポートをレポートまたはメ
ンバー選択に基づいて丁合いできます。たとえば、次の 2 つのブックを作成できます。

Book 1 : Balance Sheet (New York, Boston), (Q1, Q2) Cash Flows (New York, Boston),
(Q1, Q2)

Book 2 Balance Sheet (Actual, Budget), (Q1, Q2) Cash Flows (New York, Boston), (Q1,
Q2)

印刷されたブック内のレポートをレポートに基づいて丁合いする場合、メンバー選択
の各セットの最初のレポートが実行され、次に 2 つ目のレポートが実行されます。次
のブックが生成されます。

Book1 Table of Contents

Balance Sheet

 New York, Q1

 New York, Q2

 Boston, Q1

 Boston, Q2

 Cash Flows

 New York, Q1

 New York, Q2

ブックの作成
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 Boston, Q1

 Boston, Q2

印刷されたブック内のレポートをメンバー選択に基づいて丁合いする場合、メンバー
選択の各レポートが実行されます。次のブックが作成されます。

Book1 Table of Contents

Balance Sheet

 New York, Q1

 Cash Flows

 New York, Q1

 Balance Sheet

 New York, Q2

 Cash Flows

 New York, Q2

 Balance Sheet

 Boston, Q1

 Cash Flows

 Boston, Q1

 Balance Sheet

 Boston, Q2

 Cash Flows

 Boston, Q2

表紙の追加

任意のブックに表紙を追加できます。ブック出力を「PDF のブック全体」として表示
すると、目次の前に表紙が表示されます。表紙のファイル・タイプは、次のいずれか
です。

• PDF ファイル

• Microsoft Word

ノート:   

ブック出力として HTML プレビュー、PDF プレビューまたは静的な HTML
Web サイトを選択すると、表紙は表示されません。

アーティファクトを表紙として選択するには:

ブックの作成
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1. エクスプローラ・リポジトリでブックを右クリックし、「ファイル形式を指定して
開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. ブック・エディタでブック・アーティファクトのリストから表紙に PDF ファイルま
たは Microsoft Word ファイルを選択してから、オブジェクト設定を含む下部ペイ
ンに移動します。

3.「値」列で「表紙」の行の矢印をクリックして、「はい」を選択します。

選択したアーティファクトがブック・アーティファクト・リストの一番上に移動
し、表紙であることを示す星のマークが付けられます。

ブックへのレポートおよびドキュメントの追加
エクスプローラ・リポジトリを使用してレポートとドキュメントをブックに追加しま
す。

次も参照:

ブックへのレポートの追加

ブックへのドキュメントの追加

ブックでの Microsoft Word ドキュメントの使用

Financial Reporting ドキュメントのユーザー視点の設定

ブックへのレポートの追加

レポートをブックに追加する場合、レポートにメンバー選択用のプロンプトが含まれ
ていることがあります。プロンプトは、ブックの実行時に定義されます。また、レポ
ートをブックに追加する場合、ブック POV のディメンションを複数のメンバーに設定
できます。ブックを実行すると、レポートは各メンバーを反復処理します。たとえば、
North、South、East、West、Actual および Budget が選択された場合、ブックにはこ
のレポートの 8 つのバージョンが含まれます(N、S、E、W の Actual、N、S、E、W の
Budget)。

ブック内のすべてのレポートで同じメンバー選択が使用されている場合は、印刷出力
をメンバー選択に基づいて丁合いできます。これにより、たとえば東部または予算の
レポートをすべてグループ化できます。メンバー選択による丁合いは次の場合使用で
きません。

• 章がインデントされています

• ブックに他の章のメンバー選択と一致しないブック・メンバー選択を含む外部コ
ンテンツが含まれています

同じデータ・ソースが使用されている場合は、メンバー選択をレポート間でコピーで
きます。これにより、共有メンバーを複数回選択する必要がなくなります。

レポートをブックに追加するには、ブックへのドキュメントの追加の手順に従います。

ブックへのドキュメントの追加

ブックにドキュメントを追加するには:

1. ブック・エディタでドキュメントをハイライトします。

2. エディタの右側のドロップダウンで「ドキュメントを追加」を選択し、ドキュメン
トを選択して「追加」をクリックします。

ブックへのレポートおよびドキュメントの追加
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ハイライトしたアーティファクトの下にドキュメントが表示されますが、これは別
の場所に移動できます。

ノート:   

メンバーが選択されている場合、このオプションは無効化されます。

ブックでの Microsoft Word ドキュメントの使用

次も参照:

ブックでの Microsoft Word ドキュメントの使用について

Microsoft Word 内のハイパーリンクの作成

FRExecute を使用した Financial Reporting レポートの Microsoft Word および
HTML ドキュメントへの埋込み

テキスト・ファイルの印刷

Microsoft Word テンプレート

ブックでの Microsoft Word ドキュメントの使用について

ブックで Microsoft Word ドキュメントを使用する場合:

• Microsoft Word の「ハイパーリンク」オプションを使用して、Oracle Universal
Content Management を介して、リポジトリおよびサード・パーティのドキュメン
トにあるレポートまたはファイルへのリンクを挿入できます。Microsoft Word 内
のハイパーリンクの作成を参照してください。

• FRExecute関数を使用して、Oracle Hyperion Financial Reporting レポートを挿
入できます。FRExecute を使用した Financial Reporting レポートの Microsoft
Word および HTML ドキュメントへの埋込みを参照してください。

• Word 製品に含まれている書式設定機能をすべて使用できます。

Microsoft Word 内のハイパーリンクの作成

次からドキュメントの URL のコピーおよび貼付けを行って、ハイパーリンクを
Microsoft Word ドキュメント内に挿入できます:

• エクスプローラ・リポジトリにある Oracle Hyperion Financial Reporting レポート
または任意のファイル

• Oracle Universal Content Management の任意のファイル

ブックを作成すると、すべてのレポート(FRExecuteおよびハイパーリンクに指定さ
れたレポート)のすべての POV が、適切な章に含まれます。

ノート:   

ブックの HTML プレビューまたは PDF プレビューでハイパーリンクを含む
docまたは htmlドキュメントを選択すると、「HTML の目次に関連コンテン
ツを含める」が設定されている場合でも、ハイパーリンクのコンテンツは表示
されません。

ブックへのレポートおよびドキュメントの追加
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Microsoft Word ドキュメントにハイパーリンクを作成するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで Financial Reporting レポートまたはファイルを右ク
リックし、「プロパティ」を選択します。

2.「プロパティ」で、「スマート・カット」ラベルの右にあるドキュメントの URL を
コピーし、エクスプローラ・リポジトリを終了します。

3. Microsoft Word ドキュメントを開きます。URL を貼り付けるには、リンクを表示
する Microsoft Word ドキュメント内で右クリックし、「ハイパーリンク」を選択し
ます。

4.「表示するテキスト」フィールドに、リンクに関連付ける説明を入力します。

5.「アドレス」で、以前にコピーした URL をエクスプローラ・リポジトリに貼り付
け、「OK」をクリックします。

6. Microsoft Word ドキュメントを.docまたは.htmlファイルで保存します。

.htmlファイルでドキュメントを保存すると、パフォーマンスが向上します。

ノート:   

リンクを使用した処理の動作の詳細は、ハイパーリンクおよび FRExecute の動
作の処理を参照してください。

FRExecute を使用した Financial Reporting レポートの Microsoft Word および
HTML ドキュメントへの埋込み

次も参照:

FRExecute について

FRExecute の構文

FRExecute を使用する際の考慮事項

FRExecute の例

FRExecute について

FRExecute関数は、Oracle Hyperion Financial Reporting レポートまたはレポート・
セクションを Microsoft Word または HTML ドキュメントに埋め込みます。レポー
ト、レポート・タイプ(動的またはスナップショット)を含めるか、グリッド、チャー
ト、ページ、テキスト・ボックス、テキスト領域またはセルなどのレポート内の選択
領域を指定できます。

FRExecute の構文

FRExecute(ReportPath[Type={1,2};ComponentType={1,2};ComponentNam
e={Grid1,Grid2,Chart1,Chart2,Chart3};Page={1,2,..;.}Cell=FRFormu
la}

ここで:

ReportPathは、レポート名を含む、レポートへのフルパスです。

Type1は動的レポートで、Type2はスナップショット・レポートです。

ブックへのレポートおよびドキュメントの追加
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ComponentType1 (オプション)はグリッドで、ComponentType2 (オプション)はチャ
ートです。

ComponenentName (オプション)は、グリッドまたはチャートの名前です。

Page (オプション)はページ番号です。

Cell (オプション)は、日付セルの式です。

セルの構文は、cell=cell[row,col]または cell=[row,col]です

この場合

rowは、Oracle Hyperion Financial Reporting Studio レポート・デザイナの行を参照す
る 1 以上の数値です。

colは、Financial Reporting Studio レポート・デザイナの列を参照する A 以降の文字
です。レポートの列数が 26 を超える場合、それらの列には 2 文字使用されます(例:
AA、AB、AZ、AAA、AAB など)。

ノート:   

設計時の行が 2 タプル以上と評価された場合、サブタプルを指定できます。た
とえば、4 つの子(東部、西部、南部、中部)がある、マーケットの子のメンバ
ー選択を持つ行 2 を参照する場合、4 つのすべてのタプルの合計が戻されます。
また、各タプルは次のように参照できます: 東部/列 A を参照する場合
Cell[2(1),A]、南部/列 A を参照する場合 Cell[2(3),A]。

ノート:   

レポートのサイズを制限するには、FRExecute関数を Microsoft Word のテキ
スト・ボックス内に配置します。

FRExecute を使用する際の考慮事項

• HTML ドキュメントでは、Web ページを作成するために FRExecuteがサポート
されています。PDF の印刷の場合、FRExecuteを Microsoft Word ドキュメント
に挿入し、PDF 出力に含めることができます。

• 次の文字は FRExecute関数に使用できません: ; ( ) & < > “ '。

• FRExecuteがテキスト・ボックス内にある場合、結果は、指定されたテキスト・
ボックス・サイズに制限されます。コンテンツがテキスト・ボックスより大きい
場合、スクロール・バーが表示されます。FRExecuteを(テキスト・ボックスで
はなく) Microsoft Word ページに追加した場合、サイズにかかわらず、結果全体が
出力されます。

• FRExecute内で[Enter]キーを使用すると、その位置からテキストが折り返されま
す。

• FRExecuteのフォント、サイズおよび色は常に同じにします。

• FRExecuteは、任意のテキスト行の位置に挿入できます。

• FRExecute関数をテキスト・ボックス内で使用する場合、他のテキストまたは
FRExecute関数と組み合せないでください。

ブックへのレポートおよびドキュメントの追加
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• Microsoft Word を使用してテキスト・ボックスの書式を設定する場合、HTML 出
力では左揃えまたは右揃えのみがサポートされます。

• FRExecuteを Word 以外のコンポーネント(表、イメージなど)に挿入する場合、
「水平方向の配置」オプションを「左」または「右」に設定する必要があります。

• ドキュメントは*.docx、*.htmまたは*.htmlとして保存できます。Microsoft
Word ドキュメントにテキストまたは FRExecuteのみが含まれる場合は、パフォ
ーマンス向上のために*htmlで保存できます。

• FRExecuteは、任意の汎用.htmlファイル(任意のファイル・タイプで使用可能
なファイル)に追加できます。

FRExecute の例

例 3-1 動的な値を含むレポート全体が戻されます

FRExecute(ReportName;Type=1)

例 3-2 動的レポートの 2 ページ目が戻されます

FRExecute(ReportName;Type=1ComponentType=1'ComponentName=Grid2;Page=2)

例 3-3 すべてのページを含む動的レポートが戻されます

FRExecute(ReportName;Type=1;ComponentName=Grid2)

例 3-4 2 ページ目のデータ・セルが戻されます。ページを選択しない場合、最初のページの
データ・セルが戻されます。

FRExecute(reportFullName; Type=1; ComponentType=1;ComponentName=Grid2;Page=2; 
Cell=Cell[2,B])

FRExecute(reportFullName; Type=1; ComponentType=1;ComponentName=Grid2;Page=2; 
Cell=[2,B])

例 3-5 2 ページ目のチャートが戻されます。ページを選択しない場合、すべてのページの
chart1 が戻されます。

FRExecute(reportFullName; Type=1; ComponentType=2;ComponentName=Chart1;Page=2)

考慮事項

HTML ドキュメントまたは Word ドキュメントで、"FRExecute"(小文字、大文字また
は両方が混在したものを含む)は FRExecute関数のキーワードです。"FRExecute"は、
ファイル・コンテンツまたはファイル名の一部として使用することはできません。

FRExecuteを含む Microsoft Word テキスト・ボックスにレイアウトを適用する場合、
折返しスタイルには「四角」を選択し、水平方向の配置には「左揃え」または「右揃
え」を選択します。

テキスト・ファイルの印刷

Microsoft Word ではテキスト(.txt)ファイルを印刷できますが、印刷するには、ファ
イルに.txt拡張子が指定されている必要があります。これは、セル・ドキュメント、
ブックおよび外部コンテンツにテキスト・ファイルを追加する場合の設計上の考慮事
項です。

Microsoft Word テンプレート

Microsoft Word テンプレート・ドキュメント(FR_TextTemplate.doc)は、Oracle
Hyperion Financial Reporting 印刷サーバーの${home.reports}/bin/フォルダに

ブックへのレポートおよびドキュメントの追加
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インストールされます。Financial Reporting 印刷サーバーがテンプレートが見つける
と、テキスト・ファイルのコンテンツが Word テンプレートに挿入されます。その後、
Word ドキュメントを印刷する既存のルーチンを使用してテキスト・ファイルが印刷さ
れます。印刷ジョブが終了すると、ファイルは保存されずに閉じますが、テンプレー
トは次のテキスト・ファイルのために保持されます。

Word テンプレートのデフォルト設定

• <<FR_content>>文字列は、唯一の本文のコンテンツです。

• テキストは 10 ポイントの Courier New フォントにフォーマットされます。

• 縦長、マージン 1 インチで印刷されます。

• フッターは日時と現在のページ番号を印刷するように設定されています。これら
の設定は、Financial Reporting 印刷サーバー経由で印刷されるすべてのテキスト・
ファイルに対して更新されます。

テンプレートのカスタマイズ

テンプレートをカスタマイズする前に、必ずテンプレートをバックアップしてくださ
い。テンプレートは、Microsoft Word で開くことができます。テンプレートに加えた
変更は、次回テキスト・ファイルを印刷するときに適用されます。Financial Reporting
印刷サーバーを再起動する必要はありません。

<<FR_content>>文字列では、挿入するテキスト・ファイル・コンテンツのフォント
と段落の設定を指定できます。この文字列は、FR_TextTemplate.docテンプレート
に含める必要があります。

テキスト・ファイルを印刷すると、Financial Reporting 印刷サーバーは
FR_TextTemplate.docを開き、<<FR_content>>文字列を探します。見つかった
場合、その文字列がテキスト・ファイルのコンテンツに置き換わります。文字列が見
つからない場合、テキスト・ファイルのコンテンツは Word ドキュメントの末尾に挿
入され、テンプレート内の既存のコンテンツはテキスト・ファイルのデータの前に表
示されます。

Microsoft Word テンプレートを実装する利点

• テンプレートのデフォルト・フォーマットをカスタマイズできます。

• 印刷モード、ページ・サイズなどのテンプレートのページ設定をコントロールで
きます。

• ページ番号などのテンプレートのフッターをカスタマイズできます。

• 標準の機密条項などのテンプレートのコンテンツを追加できます。

• 会社ロゴなどのテンプレートのイメージまたは背景を追加できます。

Financial Reporting ドキュメントのユーザー視点の設定

Oracle Hyperion Financial Reporting ドキュメントのユーザー POV を設定するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ファイル」、「プリファレンス」、「Financial
Reporting」の順に選択します。

2. 「ユーザー視点」の「全般」タブで、「メンバーの設定」を選択します。

3. 「データベース接続」でデータ・ソースを選択し、「リフレッシュ」をクリックし
てデータベース接続のリストを更新します。

4. 要求されたら、ログオン資格証明を入力して「OK」を選択します。

ブックへのレポートおよびドキュメントの追加
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グリッドにサポート詳細またはプラニング・ユニットの注釈が含まれる場合にの
み、プランニング詳細データ・ソースを使用します。その他の場合、データソー
スとして Oracle Essbase を使用します。

5. 「ユーザーの POV の設定」で次のようにします。

a. ユーザー視点の使用時に使用可能にするメンバーを選択します。

i. ディメンションの横の をクリックします。

ii. 「ユーザー視点のプレビュー」で使用可能なメンバーを表示するディメン

ションを展開し、 をクリックしてメンバーを「選択済」列に追加し、
「OK」をクリックします。

b. 「メンバーのラベルの表示形式」で、Financial Reporting ドキュメントのユー
ザー POV でのメンバーの表示方法を選択します。

メンバーは、メンバー名別、別名/説明別、またはメンバー名と別名/説明の
両方別に表示されます。使用可能なオプションは、データ・ソースに基づいて
います。

c. 「ディメンションのラベル」で、ディメンション・ラベルを含めるか含めない
かを選択します。

6. 「適用」をクリックして選択内容を保存し、別のデータ・ソースのユーザー POV
を設定するか、「OK」をクリックしてすべての変更を受け入れ、「プリファレン
ス」ダイアログ・ボックスに戻ります。

レポートおよびドキュメントの検索

次も参照:

検索について

検索の開始

詳細検索の使用

検索構文

サポートされている MIME タイプ

セキュリティ

検索結果

検索について

エクスプローラ・リポジトリで、任意のリポジトリからドキュメントやレポートを検
索および取得できます。検索の操作は、たとえば、ドキュメント名、作成日または作
成者(Oracle Hyperion Financial Reporting の Word または PDF ドキュメントのみ)な
ど、ドキュメント固有のメタデータにおけるキーワードの検索に基づいた結果、およ
びドキュメントからのコンテンツベースの情報の抽出に基づいた結果のリストを戻し
ます。

次の検索を実行できます。

• 標準検索 - エクスプローラ・リポジトリに公開されているすべてのサポート対象コ
ンテンツの任意の部分で、キーワードを検索します。

レポートおよびドキュメントの検索
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• コンテキスト依存検索 - エクスプローラ・リポジトリに公開されているすべてのサ
ポート対象コンテンツうち、一部のコンテンツの局面に関連するキーワードを検
索します。

• 階層内検索 - エクスプローラ・リポジトリの選択した分岐または選択したリポジト
リに限定した標準検索またはコンテキスト依存検索。

• データまたはメタデータ検索 - コンテンツが静的な場合、メタデータとデータの両
方が索引付けされます(たとえば、フィルタのフィルタ名と選択値)。コンテキスト
が動的である場合は、メタデータのみが索引付けされます(たとえば、列名のみ)。

検索結果は、ドキュメント参照と概要を関連性の高い準に並べたリストとして別のペ
ージに戻されます。検索結果は次のようになります:

• コンテンツ・タイプ、変更日、およびエクスプローラ・リポジトリ内のファイル
の場所に基づいて分類されます

• 関連性または変更日を基準にしてソートされます。

• 権限が与えられます。ユーザーのログイン情報により、ユーザー権限のあるコン
テンツのみが戻されます。

検索の開始

検索を開始するには、エクスプローラ・リポジトリのすべての画面の右上にあるテキ
スト・ボックスにキーワードを入力し、[Enter]を押すか「検索」ボタンをクリックし
ます。

ドキュメントまたはレポートを検索するには:

1.「検索」テキスト・ボックスにキーワードを入力します。

テキストのスペルチェックを実行して別のキーワードを提案する修正候補機能が
使用可能です。

検索結果は別のページに表示され、次の情報が含まれます。

• ファイル名(クリックするとドキュメントが表示されます)

• 説明

• ドキュメントのタイプ

• 最終変更日

• ファイル・パス(ダブルクリックするとフォルダが開きます)

Oracle Hyperion Planning の結果を選択すると、「Planning」タブが開き、サポート
詳細が表示されます。

2. オプション: 検索結果をスコアまたは最終変更日に従ってソートします。

デフォルトでは、検索結果はスコアを基準にしてソートされます。ドキュメントの
スコアまたは関連性は、キーワードがドキュメントに出現する回数とドキュメント
内の他のキーワードの数で決まります。たとえば、キーワードが 3 回出現するが単
語が 5 個のみのドキュメントは、キーワードが 10 回出現し、他のキーワードを
1,000 個含むドキュメントよりもスコアが高くなります。

3. オプション: 検索結果をドキュメント・タイプ、変更日または発行場所に従ってフ
ィルタします。

レポートおよびドキュメントの検索
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詳細検索の使用

詳細検索機能を使用すると、詳細な検索問合せを簡単に生成できます。

詳細検索を使用するには:

1.「検索」テキスト・ボックスの横の「詳細」リンクをクリックします。

2. 検索基準を入力するか選択し、「検索」をクリックします。

詳細検索オプション:

• すべての語句 - 検索結果のすべてのドキュメントに、入力したすべてのキーワード
が含まれます。

• 1 語以上 - 検索結果のすべてのドキュメントに、入力したキーワードの 1 つ以上が
含まれます。

• 語句なし - 検索結果のすべてのドキュメントに、入力したキーワードのいずれも含
まれません。

• 作成: 過去の - 結果を特定の時間枠内に作成されたドキュメントに制限します。

「カスタム日付」オプションを使用すると、カレンダ・コントロールがアクティブ
になり、特定の日に作成されたドキュメントを検索できます。

「カスタム日付範囲」オプションを使用すると、カレンダ・コントロールがアクテ
ィブになり、指定した日付の範囲内に作成されたドキュメントを検索できます。

• 最終更新: 過去の - 結果を特定の時間枠内に変更されたドキュメントに制限しま
す。

「カスタム日付」オプションを使用すると、カレンダ・コントロールがアクティブ
になり、最終変更日が特定の日であるドキュメントを検索できます。

「カスタム日付範囲」オプションを使用すると、カレンダ・コントロールがアクテ
ィブになり、最終変更日が指定した日付の範囲内であるドキュメントを検索でき
ます。

• フォルダ内 - 結果を特定のリポジトリとフォルダ名に制限します。

• 検索のみ(ドキュメント・タイプ) - 結果を特定の MIME タイプのドキュメントに制
限します。

複数のドキュメント・タイプを検索対象にするには、「検索結果」ページの上部の
検索テキスト・フィールドを編集します。たとえば、"sales
+MimeType:application/x-brioquery"を"sales +
(MimeType:application/x-brioquery MimeType:application/
pdf)"に変更します。

• ファイルの非表示オプション - 非表示のファイルを取得するかどうかを指定しま
す。ファイルの"非表示"属性は、そのリポジトリのコンテキスト内で設定します。
たとえば、エクスプローラ・リポジトリの「プロパティ」ダイアログ・ボックス
で表示したり変更したりできます。

• 順序 - 検索結果のソート順序を指定します。

レポートおよびドキュメントの検索
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表 3-5 詳細検索の例

検索する語句 要求

"sales +LanguageCodes:de" "sales"という語を含む"ドイツ"語のドキュメント。

"sales +(LanguageCodes:de
LanguageCodes:es)"

"sales"という語を含む"ドイツ"語のドキュメントまたは

"sales"という語を含む"スペイン"語のドキュメント。

検索構文

検索サービスの基本的な構文には多くの規則があります。次の演算子を使用して、語
句を論理的にグループ化できます。

表 3-6 検索構文の演算子

構文 説明

+ AND

- NOT

( ) 丸かっこ - 演算子をキーワードのグループに適用します。

" " 二重引用符 - 完全に一致する語句を検索します。

[ ] 角かっこ - 範囲値を検索します。

*、? ワイルドカード - 単語の中間または末尾で使用して、*に代わる任意の値を示し

ます。

特定のカテゴリを検索の対象にしたり対象外にしたりして、検索をさらに絞り込むこ
とができます。カテゴリの構文は、category:search_termの形式です。カテゴリ
内の完全に一致する文字列を検索するには二重引用符を使用します。カテゴリを論理
的に追加または除去するには AND および NOT 演算子を使用します。

例

sales を含み、oracle を含まないドキュメントを検索します。

+sales –oracle

radio sales という語句を含むドキュメントを検索します:

“radio sales”

sales を含んで oracle を含まないドキュメントまたは sales を含んで radio を含まないド
キュメントを検索します:

+sales –(oracle radio)

sales と oracle を含むドキュメントを検索します。

+sales +oracle

rent と sales を含むドキュメントまたは rent と oracle を含むドキュメントを検索しま
す:

+rent +(sales oracle)

(+rent +sales) (+rent +oracle)

レポートおよびドキュメントの検索
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ファイル名が revenue で始まり、Sample Content フォルダにないドキュメントを検索し
ます。

+FileName:revenue* -Path:”Sample Content”

2007 年 12 月 15 日から 2007 年 12 月 21 日までの間に変更されたドキュメントを検索
します。

+LastModifiedDate:[2007-12-15 TO 2007-12-21]

2007 年に変更されたドキュメントを検索します。

+LastModifiedDate:[2007]

2007 年 12 月に変更されたドキュメントを検索します。

+LastModifiedDate:[2007-12]

サポートされている MIME タイプ

次の MIME タイプは、検索サービスによってインデックスが付けられ、検索式で使用
できます。

Financial Reporting MIME タイプ

• Oracle Hyperion Financial Reporting バッチ

• Financial Reporting ブック

• Financial Reporting チャート

• Financial Reporting グリッド

• Financial Reporting イメージ

• Financial Reporting レポート

• Financial Reporting の行と列のテンプレート

• Financial Reporting スナップショット・ブック

• Financial Reporting スナップショット・レポート

• Financial Reporting テキスト

イメージの MIME タイプ

• BMP ファイル

• GIF ファイル

• JPEG イメージ・ファイル

• PNG イメージ

Microsoft Office MIME タイプ

• MS Excel ファイル

• MS PowerPoint ファイル

レポートおよびドキュメントの検索
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• MS Word ファイル

その他の MIME タイプ

• カンマ区切り値ファイル

• HTML ファイル

• PDF ファイル

• プレーン・テキスト

• RTF ファイル

• XML ファイル

• ZIP ファイル

セキュリティ

エンド・ユーザーのクエリーは、ドキュメントまたはデータのセキュリティを侵害す
ることなく結果と関連コンテンツを戻します。検索結果はユーザーのセキュリティ・
プロファイルに基づきます。ユーザーに表示権限が与えられていないドキュメントは
結果に含まれません。

検索結果

検索の操作は、たとえば、ドキュメント名、作成日または作成者(Oracle Hyperion
Financial Reporting の Word または PDF ドキュメントのみ)など、ドキュメント固有の
メタデータにおけるユーザーのキーワードの検索に基づいた結果、およびドキュメン
トからのコンテンツベースの情報の抽出に基づいた結果のリストを戻します。

結果は、ドキュメント参照と概要を関連性の高い順に並べたリストとして別のページ
に戻されます。検索結果は次のようになります:

• コンテンツ・タイプ、変更日、およびエクスプローラ・リポジトリ内のファイル
の場所に基づいて分類されます。

• 関連性または変更日を基準にしてソートされます。

• 権限が与えられます。ユーザーのログイン情報により、ユーザー権限のあるコン
テンツのみが戻されます。

検索結果に含まれる情報は次のとおりです:

• ファイル名(クリックするとドキュメントが表示されます)

• 説明

• ドキュメントのタイプ

• 最終変更日

• ファイル・パス(ダブルクリックするとフォルダが開きます)

検索結果を「スコア」または「最終変更日」に従ってソートできます。

デフォルトでは、検索結果はスコアを基準にしてソートされます。ドキュメントのス
コアまたは関連性は、キーワードがドキュメントに出現する回数とドキュメント内の
他のキーワードの数で決まります。たとえば、キーワードが 3 回出現するが単語が 5
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個のみのドキュメントは、キーワードが 10 回出現し、他のキーワードを 1000 個含む
ドキュメントよりもスコアが高くなります。

検索結果をドキュメント・タイプ、変更日または発行場所に従ってフィルタすること
もできます。

メンバーの操作
メンバーの選択、メンバー・リストの作成および保存、データベース接続からメンバ
ーを動的に取得する関数の選択を実行します。

次も参照:

ブック内のドキュメントのメンバーの選択

選択可能なメンバーの制限

ユーザーの視点をブックの視点のメンバーにする

関数を使用したメンバーの割当て

条件に基づいた複数のメンバーの選択

メンバーの検索

ページ・メンバーの変更

グリッド POV のメンバーの変更

1 つのレポートから別のレポートへのメンバーのコピー

選択したメンバーのプレビュー

レポートまたはブックからのすべてのメンバーの除去

ブック内のドキュメントのメンバーの選択

ブック・エディタでブックを操作する場合は、ブック視点のメンバーを変更および選
択できます。メンバーの選択、メンバー・リストの作成および保存、データベース接
続からメンバーを動的に取得する関数の選択を実行できます。

ノート:   

次の手順はレポート内の POV にディメンションを使用したレポートを含むブ
ックにのみ機能します

ブック内のドキュメントのメンバーを選択するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで Oracle Hyperion Financial Reporting ブックを右ク
リックし、「ファイル形式を指定して開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. ブック・エディタでブック内のドキュメントを右クリックし、「メンバー選択」を
選択します。

3.「ユーザー視点のプレビュー」ダイアログ・ボックスで、次のタブに情報を入力し
ます。

• メンバー - 「メンバー」タブには、選択したディメンションに関連付けられて
いるメンバーが表示されます。デフォルトでは、ディメンションのメンバーは
ツリー・ビューで表示されます。これはディメンションのメンバーの階層ビュ
ーです。フラット・リストでもメンバーを表示できます。デフォルトでは、ツ
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リー・ビューはトップレベルのメンバーのみを表示します。トップレベルのメ
ンバーを展開して、その子孫を表示できます。

• リスト - 「リスト」タブには、問合せの実行やレポートのメンバーの選択に使
用されるメンバー・リストが表示されます。表示されるリストのタイプは、デ
ータベース接続に基づきます。メンバー・リストは、ユーザー・リストの作成
時にデータベースにあらかじめ定義できます。メンバー、メンバー・リストお
よび関数を含めることができます。

– システム・リストは、データベース接続として Oracle Essbase、Oracle
Hyperion Planning または Oracle Hyperion Financial Management を使用
するときに使用できます。

– ユーザー・リストはユーザーが作成します。印刷プレビューまたは Web プ
レビューを選択すると、ユーザー定義のリスト内のメンバーが、リスト作
成時に指定した順序で表示されます。ユーザー・リストは、データベース
接続として Essbase を使用するときに作成できます。

– 動的リストは、DynamicMemberList関数とともに使用する定義済リスト
です。動的リストは、データベース接続として Financial Management を使
用する場合にのみ使用できます。

• 関数 - 「関数」タブでは、レポートのメンバーの選択時またはメンバー・リス
トへのメンバーの追加時に使用する関数を定義します。関数は、メンバーや関
連メンバーをデータベース接続から取得します。1 つ以上の関数を指定したり
関数パラメータを編集したりできます。(Oracle Hyperion Financial Reporting
Studio ユーザー・ガイドを参照してください。)

選択可能なメンバーの制限

ブック用に選択できるメンバーを制限できます。また、別のメンバー・ラベル、説明
(Financial Management データベース接続の場合)、別名(Analytic Services または
Planning データベース接続の場合)、メンバー名と説明、またはメンバー名と別名を指
定することもできます。たとえば、製品ラインのみを表示する場合は、「メンバー選
択」で製品のメンバーとして製品の「プロンプト」を選択し、「プロンプトの詳細」で
特定の製品ラインを選択します。レポートを実行するユーザーはその製品ラインから
選択します。

ノート:   

次の手順はレポート内の POV にディメンションを使用したレポートを含むブ
ックにのみ機能します

メンバーを選択するためのレポート・プロンプトを設定するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで Oracle Hyperion Financial Reporting ブックを右ク
リックし、「ファイル形式を指定して開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. ブック・エディタでブック内のドキュメントを右クリックし、「メンバー選択」を
選択します。

3.「ユーザー視点のプレビュー」ダイアログ・ボックスの「メンバー」タブで<メンバ
ー>の入力を要求を選択し、「OK」をクリックします。

4. オプション: プロンプトに応答するときに選択できるものを、特定のデフォルト・
メンバーかメンバー・リスト(またはその両方)に制限するには、次のようにします。

メンバーの操作
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• メンバー名がわかっている場合は、「デフォルト・メンバー」にメンバー名を入
力するか、「デフォルト・メンバー」をクリックします。プロンプトに複数のメ
ンバーを指定した場合、これらのメンバーをカンマで区切る必要があります。

「デフォルト・メンバー」を空白のままにすると、ユーザーがレポートを実行し
たときに「プロンプトに応答」ダイアログ・ボックスにデフォルト・メンバー
が表示されません。その場合、ユーザーは、デフォルトを受け入れるのではな
くメンバーを指定する必要があります。

• メンバーがわかっている場合は、「選択リスト」をクリックしてメンバーのリス
トを選択します。プロンプト用に複数のメンバー・リストを指定する場合は、
メンバー・リストをカンマで区切る必要があります。

5. プロンプト選択のメンバー・ラベルで、レポートの実行時に「プロンプトに応答」
ダイアログ・ボックスに表示するラベルの種類を選択します。

6.「OK」をクリックします。

ユーザーの視点をブックの視点のメンバーにする

レポートをブックに追加すると、レポート定義内のユーザーの POV にあるディメンシ
ョンがブックの POV に適用されます。ブック・エディタでは、ブックの POV のメン
バーはデフォルトでユーザーの POV になります。

ノート:   

次の手順はレポート内の POV にディメンションを使用したレポートを含むブ
ックにのみ機能します

ユーザーの POV をブックの POV のメンバーにするには:

1. エクスプローラ・リポジトリで Oracle Hyperion Financial Reporting ブックを右ク
リックし、「ファイル形式を指定して開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. ブック・エディタで、ユーザー POV を設定する対象のディメンションに対応する
タブをクリックします。

たとえば、"Market"ディメンションの場合、タブは"Market: User Point of View for
Market"です。

3.「ユーザー視点のプレビュー」ダイアログ・ボックスで、「<ディメンション名>のユ
ーザー視点」を選択し、「OK」をクリックします。

関数を使用したメンバーの割当て

関数を使用し、そのパラメータを編集して動的にメンバーを選択できます。

ノート:   

次の手順はレポート内の POV にディメンションを使用したレポートを含むブ
ックにのみ機能します

関数を使用してメンバーを割り当てるには:

1. エクスプローラ・リポジトリで Oracle Hyperion Financial Reporting ブックを右ク
リックし、「ファイル形式を指定して開く」、「エディタ」の順に選択します。

メンバーの操作
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2. ブック・エディタでブック内のドキュメントを右クリックし、「メンバー選択」を
選択します。

3.「ユーザー視点のプレビュー」ダイアログ・ボックスの「関数」タブで関数を定義
し、「OK」をクリックします。

関数のパラメータの使用および編集の詳細は、Oracle Hyperion Financial Reporting
Studio ユーザー・ガイドを参照してください。

条件に基づいた複数のメンバーの選択

条件に基づいてメンバーを選択できます。条件は、メンバー、ブール演算およびコマ
ンドの式を作成して定義します。

ブール演算子を使用すると、レポートのメンバーの組合せを正確に指定できます。こ
れはデータが大量の場合に役立ちます。AND、OR、UNIONおよび NOTブール演算子を
式のコマンドと組み合せて使用して、メンバー選択を絞り込みます。

条件を指定して複数のメンバーを選択するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで Oracle Hyperion Financial Reporting ブックを右ク
リックし、「ファイル形式を指定して開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. ブック・エディタでブック内のドキュメントを右クリックし、「メンバー選択」を
選択します。

3.「ユーザー視点のプレビュー」ダイアログ・ボックスで、ダイアログ・ボックスの

右側の「選択済」領域で「詳細設定オプションの表示」ボタン をクリックしま
す。

条件を定義するには、「選択済」ボックスに、少なくとも 2 つのメンバーが表示さ
れている必要があります。

4. 次の演算子や記号を 1 つ以上使用して、式を作成します:

• NOTブール演算子を選択して式を作成します。NOTは、選択した条件の逆の条
件を指定します。

• 式に開始文字を追加するには、左カッコ"("を入力します。

• 式に終了文字を追加するには、右カッコ")"を入力します。

• 「演算子」列をクリックし、次の中から演算子を選択します。

– AND — すべての条件が満たされる必要がある場合

– OR — 複数の条件のうち 1 つが満たされる必要がある場合

– UNION — データを組み合せる場合

3 つのメンバーを使用する場合は、二重カッコを使用する必要があります。た
とえば、Market の子孫を選択し、East、West および South を除外する場合は、
詳細なメンバー選択問合せを次のようにする必要があります: Descendants
of Market AND NOT(East AND NOT(West AND NOT SOUTH ))

5.「OK」をクリックします。

メンバーの操作
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メンバーの検索

テキスト文字列またはプロパティを使用して、編集するメンバーを検索できます。同
時検索を実行する場合、区切り記号として空白スペースを使用します。空白スペース
を含む完全一致を検索するには、文字列を二重引用符で囲みます。

ノート:   

Financial Management では、エンティティを検索する場合、親とエンティテ
ィを検索する必要があります(たとえば D62VIELO.D62475LO)。エンティティ
のみを検索する場合は、エンティティの前にワイルドカードを付ける必要があ
ります(たとえば、*D62475LO)。

メンバーを検索するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで Oracle Hyperion Financial Reporting ブックを右ク
リックし、「ファイル形式を指定して開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. ブック・エディタでブック内のドキュメントを右クリックし、「メンバー選択」を
選択します。

3.「ユーザー視点のプレビュー」ダイアログ・ボックスの任意のタブで「検索」の横
のオプションを選択し、検索基準を入力します。

4.「メンバー」タブで検索を実行する場合は、「検索」 をクリックします。「リス

ト」タブまたは「関数」タブで検索する場合は、「次を検索」 または「前を検

索」 をクリックします。

5.「OK」をクリックします。

6. 一致が見つかったら、「検索結果」ダイアログ・ボックスでメンバー選択に追加す
るアイテムを選択し、「OK」をクリックします。

ページ・メンバーの変更

ページ・メンバーは、レポートの設計時に複数のメンバーがグリッドのページ軸に割
り当てられている場合にのみ変更できます。HTML レポートで、ページ・メンバーを
変更して、異なるレポート・ビューを表示します。ページ・メンバーの変更後、レポ
ートがリフレッシュされ、新規ページ・メンバーが移入されます。

ページ・メンバーを変更するには:

1. グリッドにページ軸のメンバーがあるレポートを開きます。

2.「ページ」でメンバーを選択します。

レポートが実行され、選択したメンバーのデータが表示されます。PDF ファイル
で、ページ・メンバーのデータは別々のページに表示されます。

ノート:   

PDF の場合、ページ・メンバーのデータは別々のページに表示されます。

メンバーの操作
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グリッド POV のメンバーの変更

レポートのグリッドには、グリッド POV のディメンションを含めることができます。
各ディメンションのデフォルト・メンバーを使用するか、新規メンバーを選択してレ
ポートを実行できます。

グリッド POV のメンバーを変更するには:

1. グリッド POV を表示する HTML レポートを開きます。

2. ディメンションまたはメンバーのリンクをクリックします。

3. メンバーを選択し、「OK」をクリックします。

選択したメンバーのレポートが実行されます。

1 つのレポートから別のレポートへのメンバーのコピー

1 つのレポートから別のレポートにメンバーをコピーするには:

1. エクスプローラ・リポジトリで Oracle Hyperion Financial Reporting ブックを右ク
リックし、「ファイル形式を指定して開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. ブック・エディタでブック内のドキュメントを右クリックし、「メンバー選択のコ
ピー」を選択してレポートを選択します。

選択したメンバーのプレビュー

選択したメンバーをプレビューできます。メンバーには、評価済メンバー・リストま
たは関数からリストまたは関数の結果を含めることができます(該当する場合)。

メンバーをプレビューするには:

1. エクスプローラ・リポジトリで Oracle Hyperion Financial Reporting ブックを右ク
リックし、「ファイル形式を指定して開く」、「エディタ」の順に選択します。

2. ブック・エディタでブック内のドキュメントを右クリックし、「メンバー選択」を
選択します。

これはレポート内の POV にディメンションを使用したレポートを含むブックにの
み機能します

3.「ユーザー視点のプレビュー」ダイアログ・ボックスの右側で、「選択項目のプレビ

ュー」 をクリックします

レポートまたはブックからのすべてのメンバーの除去

複数のメンバーで構成されるレポートまたはブックが存在し、そのレポートまたはブ
ックを更新してすべてのメンバーを除去する場合は、各メンバーを個別に選択するか
わりに、「すべて選択」チェック・ボックスを選択してから、左矢印
(

)をクリックすることによって、レポートまたはブックからすべてのメンバーを除去し
ます。

メンバーの操作
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ブックのオープン、名前変更および保存
エクスプローラ・リポジトリでブックとスナップショット・ブックのオープン、名前
変更、保存を行います。

次も参照:

ブックおよびスナップショット・ブックを開く

ブックとスナップショット・ブックの名前変更

ブックの保存

ブックおよびスナップショット・ブックを開く

ブックを保存したら、ブックを開いて HTML フォーマットまたは PDF フォーマット
で管理、印刷またはプレビューできます。ブックをプレビューすると、ブック内のレ
ポートのリストとともに目次が表示されます。スナップショット・ブックをプレビュ
ーすると、目次はプリファレンス設定に従って PDF または HTML ファイルとして表
示されます。スナップショット・ブックは変更できませんが、プレビュー、印刷およ
び表示できます。

ブックまたはスナップショット・ブックを開くには:

1. エクスプローラ・リポジトリでブックまたはスナップショット・ブックを選択し、
「ファイル」、「ファイル形式を指定して開く」の順に選択し、「PDF プレビュー」、
「HTML プレビュー」または「PDF のブック全体」を選択します。

「コンテンツ」領域にブックの目次が表示され、ブラウザの下部のタブにはブック
名と「表示」が(たとえば、「TestBook - 表示」のように)表示されます。レポート、
スナップショットまたはメンバーの名前は、ブックの目次の適用されるすべての行
に表示されます。

2. ブックの目次でレポートまたはスナップショットを選択し、「レポートの表示」を
クリックします。

レポートまたはスナップショットが HTML フォーマットまたは PDF フォーマット
でコンテンツ領域に表示され、タブの説明にレポート名と POV が表示されます。

3.「ファイル」、「閉じる」、「現在」の順に選択します。

ブックとスナップショット・ブックの名前変更

ブックまたはスナップショット・ブックの名前を変更するには:

ブックのオープン、名前変更および保存
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1. エクスプローラ・リポジトリでブックを右クリックし、「名前変更」を選択します。

2. 名前を入力して、「保存」をクリックします。

ブックの保存

ブックは、レポート、Microsoft Word ドキュメント、スナップショット・レポートま
たはレポートとスナップショット・レポートの集まりとしてリポジトリに保存できま
す。既存のブックは、「名前を付けて保存」コマンドを使用して保存することで複製で
きます。

ブックを保存するには:

1. エクスプローラ・リポジトリでブックを右クリックし、「ファイル形式を指定して
開く」、「エディタ」の順に選択します。

2.「ファイル」を選択し、「保存」または「名前を付けて保存」を選択します。

3. 名前と説明を入力し、フォルダを選択して「保存」をクリックします。

ブックを実行すると、レポートのデータは動的になります。

4. リポジトリに移動して、ブックまたはスナップショット・ブックに対するファイル
のアクセス権を設定します。

ノート:   

ブック・エディタ内からブックをスナップショット・ブックとして保存できま
せん。かわりに、スナップショット・ブックを保存するには、ブックの HTML
または PDF プレビューを実行し、「ブックの目次」ページで「ファイル」、「名
前を付けて保存」の順に選択します。

レポート、ブックおよびスナップショット・ブックの表示
エクスプローラ・リポジトリで PDF ファイルを表示するには、Acrobat Reader がイン
ストールされている必要があります。

ブラウザでの PDF ファイルの表示方法については、Acrobat Reader のヘルプを参照し
てください。

レポートの表示

レポートにユーザー POV のディメンションが含まれている場合、それらのディメンシ
ョンは、レポートやブックの上に表示されます。ユーザー POV にディメンションを設
定すると、ディメンションの変更が可能になり、ディメンションの変更により POV が
変更されます。また、ディメンションを変更するにはレポートまたはブックの再生成
が必要になります。

ノート:   

リポジトリでは、レポートまたはブックを実行する前に、現在のユーザー POV
の設定ページを表示できます。現在のユーザー POV を表示するには、「ファイ
ル」、「プリファレンス」、「Financial Reporting」の順に選択します。「ユーザ
ー視点」で「オン」を選択します。

レポート、ブックおよびスナップショット・ブックの表示
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PDF で表示するレポートは、ユーザー POV を使用して生成され、PDF で出力されま
す。複数のページ・メンバーを含むレポートは、すべてのページ・メンバーに対して
生成され、エクスプローラ・リポジトリに Acrobat Reader で表示されます。ページ・
メンバーの変更を参照してください。

レポートをプレビューするには::

1. エクスプローラ・リポジトリでレポートを右クリックし、「ファイル形式を指定し
て開く」を選択します。

2. オプションを選択します:

• HTML プレビュー

• PDF プレビュー

• Studio プレビュー

ブックの表示

ブックは、PDF または HTML で表示できます。PDF の場合、ブック全体またはブック
内の個々のレポートを表示できます。レポート名を選択すると、ブックで指定されて
いるすべてのメンバー組合せのレポートが生成されます。レポートをブックに追加し
たり、メンバーを変更したりできます。

ブックを表示すると、ユーザー POV と目次が表示されます。ユーザー POV では、レ
ポート・グリッドで定義されていないディメンションのメンバーを指定します。ユー
ザー POV のメンバーを変更してからブックを実行して、新規メンバーのデータを表示
できます。

目次を使用して、表示するレポートを検索したり、オプションを設定したりできます。

ノート:   

ブックの生成や表示にかかる時間は、ブックのサイズによって異なります。ブ
ックはいつでも取り消すことができます。

Oracle Hyperion Financial Reporting ブックをプレビューするには:

1. エクスプローラ・リポジトリでレポートまたはブックを右クリックし、「ファイル
形式を指定して開く」を選択します。

2. オプションを選択します:

• HTML プレビュー

• PDF プレビュー

• PDF のブック全体

スナップショット・ブックの表示

スナップショット・ブックは、HTML または PDF で表示できます。スナップショッ
ト・ブックを PDF で表示する場合、スナップショット・ブック全体または個々のスナ
ップショット・レポートを表示できます。

スナップショット・ブックを表示すると、目次が表示されます。目次を使用して、表
示するスナップショット・レポートを検索したり、オプションを設定したりできます。

レポート、ブックおよびスナップショット・ブックの表示
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ノート:   

ブックに HTML コンテンツが含まれ、「PDF のブック全体」を選択すると、表
示および印刷されたブックには HTML コンテンツが含まれません。これは予
期された動作です。

スナップショットはレポートに似ていますが、スナップショットには特定の時点のデ
ータが含まれ、データが動的に取得されません。結果として、データレベルのセキュ
リティはデータ・ソースから引き継がれません。

スナップショットを HTML または PDF で表示できます。

スナップショット・ブックをプレビューするには:

1. エクスプローラ・リポジトリでレポートまたはブックを右クリックし、「ファイル
形式を指定して開く」を選択します。

2. オプションを選択します:

• HTML プレビュー

• PDF プレビュー - 個々のスナップショット・レポートをプレビューします

• PDF のブック全体 - スナップショット・ブック全体を表示します

ノート:   

ブックに HTML コンテンツが含まれ、「PDF のブック全体」を選択すると、表
示および印刷されたブックには HTML コンテンツが含まれません。

レポート、ブックおよびスナップショット・ブックの印刷
ブック全体またはスナップショット・ブック全体を印刷したり、ブックまたはスナッ
プショット・ブック内の個々のレポートを印刷できます。

ブックを印刷する場合は、ブック内のレポートのデータが取得されてブックが印刷さ
れます。スナップショット・ブックを印刷する場合は、ブックをスナップショット・
ブックとして保存したときにデータがすでにレポートに保存されています。

任意のタイプのレポートまたはブックを印刷できます。動的なレポートとブックの場
合、データがリフレッシュされます。スナップショット・レポートおよびスナップシ
ョット・ブックの場合、データはリフレッシュされません。

レポートの印刷

レポートを印刷するには:

1. エクスプローラ・リポジトリでレポートを右クリックし、「ファイル形式を指定し
て開く」、「PDF プレビュー」の順に選択します。

2. Acrobat Reader で「印刷」アイコンをクリックし、「印刷」ダイアログ・ボックス
でプリファレンスを選択します。

ノート:   

PDF 出力は、エンドユーザーが使用できるように完全にフォーマット済です。

レポート、ブックおよびスナップショット・ブックの印刷
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ブックの印刷

ブックを印刷するには:

1. エクスプローラ・リポジトリでブックを右クリックし、「ファイル形式を指定して
開く」、「PDF のブック全体」の順に選択し、すべてのレポートを含むブック全体の
PDF を作成します。

ブックに HTML コンテンツが含まれ、「PDF のブック全体」を選択すると、表示お
よび印刷されたブックには HTML コンテンツが含まれません。

2. プロンプトに応答し、必要に応じて変更を加えます。

3. Acrobat Reader で「印刷」アイコンをクリックし、「印刷」ダイアログ・ボックス
でプリファレンスを選択します。

ブックからのレポートの印刷

ブックのレポートを印刷するには:

1. レポートを PDF ファイルとして実行します。

2.「目次」ビューで、ブック内のレポートをクリックします。

3. Acrobat Reader で「印刷」アイコンをクリックし、「印刷」ダイアログ・ボックス
でプリファレンスを選択します。

ブックから生成された PDF ファイルの機能

• PDF およびプレーン・テキスト・ファイルがサポートされます。ブック内で"外部
コンテンツ"を参照すると、Excel、Word、PowerPoint、PDF およびプレーン・テ
キストのファイルをブックに含めることができます。

• Oracle Hyperion Financial Reporting レポートから抽出された(セル・テキストな
どの)セル・ドキュメントの添付ファイル(Microsoft Office、PDF およびテキスト・
ファイル)は、PDF 出力に含まれます。

• Financial Reporting レポートに関連付けられたセル・ドキュメントは、ブックの
目次にサブアイテムとして表示されます。

• PDF ブックマークは、Adobe Reader の左側に表示されます。ブックマークを使用
してブックの任意の章に移動します。

• 目次にはリンク付きのアイテムが含まれます。目次のアイテムをクリックする
と、そのアイテムの最初のページが表示されます。

• Financial Reporting レポート、スナップショット、Excel、Word、PowerPoint お
よびプレーン・テキスト・ファイルに、連続したページ番号が表示されます。ブ
ックのプロパティで「連続したページ番号」を選択する必要があります。「連続し
たページ番号」を選択しない場合、ページ番号はブック内のドキュメントごとに
リセットされます。埋込み PDF ファイルには、連続したページ番号を実装できま
せん。

• Financial Reporting レポート、スナップショット、Excel、Word、PowerPoint お
よびプレーン・テキスト・ファイルに、合計ページ数が表示されます。たとえば、
レポートが 3 ページでブックのコンテンツが 10 ページとします。レポートで
<<PageCount()>>テキスト関数を使用した場合、3 ではなく 10 が表示されます。

レポート、ブックおよびスナップショット・ブックの印刷
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• プレーン・テキスト・ファイルの印刷方法は、FR_TextTemplate.docを変更す
ることでカスタマイズできます。

他の Financial Reporting オブジェクトと同じ名前を持つスナップ
ショット・ブックを開く

URL を使用して、他の Oracle Hyperion Financial Reporting オブジェクトと同じ名前
を持つスナップショット・ブックを開きます:

http://servername:portNumber/workspace/browse/get/Smartcut%20Folder/report_name?
mimetype
=application/hyperion-reports-snapshot_book

Latest=trueを mimetype変数とともに使用して、最新のオブジェクトを取得しま
す:

http://servername:portNumber/workspace/browse/get/Smartcut%20Folder/report_name?
mimetype
=application/hyperion-reports-snapshot_book&Latest=true

Version=1を mimetype変数とともに使用して、最新のオブジェクトや、オブジェ
クトの出力の特定バージョンを取得します:

http://servername:portNumber/workspace/browse/get/Smartcut%20Folder/report_name?
mimetype
=application/hyperion-reports-snapshot_book%version=1

次に、Financial Reporting オブジェクトに対する mimetype変数の可能性のある値を
示します。これらの値は、Financial Reporting リポジトリにある V8_METATYPE 表の
NAMEフィールドから取得されます。Financial Reporting 関連オブジェクトを含む
DESCRIPTIONフィールドを探し、MIME タイプの変数で使用する対応する NAMEフィ
ールドを取得します。

V8_METATYPE の値:

• application/hyperion-reports-report

• application/hyperion-reports-snapshot_report

• application/hyperion-reports-book

• application/hyperion-reports-snapshot_book

ブック・エディタでの URL の追加
Oracle Universal Content Management またはその他の汎用サーバーから URL をブッ
クに追加できます。

URL をブックに追加するには、各方法でプロパティ・ファイルの設定が必要です:

• http://プロトコルを使用する Oracle Universal Content Management Server の場
合 - 構文は次のとおりです: UCMServer=http://<hostname><port><ID>。
例: UCMServer=http://localhost:19000

注意: Oracle Universal Content Management を使用する場合、http://プロトコル
のみプロパティの設定が必要です。idc://プロトコルでは、プロパティの設定は不
要です。

• 汎用サーバーの構文:

他の Financial Reporting オブジェクトと同じ名前を持つスナップショット・ブックを開く
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– HTTPProxyHost=<hostname>。例: HTTPProxyHost=www-
proxy.us.oracle.com

– HTTPProxyPort=<port>。例: HTTPProxyPort=80

ノート:   

URL をブック・エディタに追加するには、すべてのデータ・ソースのユーザ
ー名とパスワードが同じである必要があります。

汎用 URL の追加

HTTPProxyHost および HTTPProxyPort プロパティ設定の定義を完了したら、URL を
ブック・エディタに追加できます。

URL を追加するには:

1. 追加する URL をコピーするか書き留めます。

2. エクスプローラ・リポジトリでブックを右クリックし、「ファイル形式を指定して
開く」、「エディタ」の順に選択します。

3. ブック・エディタで、アーティファクトをハイライトします。

4. 右側のパネルの「URL」トピックの下に、URL を貼り付けるか、入力します。

5.「追加」をクリックします。URL が、選択したアーティファクトの下に表示されま
す。

ノート:   

右クリック・メニューをクリックして「上へ移動」または「下へ移動」を選択
することで、URL を移動できます。

Oracle Universal Content Management の URL の追加

2 つのタイプの Oracle Universal Content Management プロトコル(http://または
idc://)の URL を追加できます。選択したプロトコルによって、URL の追加方法が決
まります:

ノート:   

http://プロトコルでは、JConsole のプロパティ HTTPProxyHostと
HTTPProxyPortを定義する必要があります。idc://プロトコルでは、これ
らのプロパティの設定は必要ありません。

• http:// - URL は、「ドキュメント URL」フィールドに貼付けできます。Oracle
Universal Content Management ユーザー ID およびパスワードを入力するための
「ログオン」ダイアログ・ボックスが表示されます。

• idc:// - Oracle Universal Content Management ホスト名、idc ポート番号および
ドキュメント ID を「ドキュメント URL」フィールドに入力します。構文は次のと
おりです:idc://<example>:<port number>.<document ID>。例: idc://
vacorda08.us.oracle.com:4444.DM0000213

ブック・エディタでの URL の追加
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ノート:   

ホスト名、ポート番号、ドキュメント ID を探す方法は、Oracle Universal
Content Management のプロパティ値の検索を参照してください。

Oracle Universal Content Management のプロパティ値の検索

Oracle Universal Content Management の idc://プロトコルを使用してブック・エデ
ィタで URL を作成するには、ホスト名、ポート番号およびドキュメント ID が必要で
す。

ホスト名を検索するには:

1. Oracle Universal Content Management のナビゲーション・ペインで、「管理」、次
に「idc の構成」を選択し、「idc の構成情報」を表示します。

2. HTTP サーバー・アドレスに表示されている、.comで終わるホスト名を書き留め
ます。たとえば、www.oracle.comです。

idc ポート番号を検索するには:

1. Oracle Universal Content Management のナビゲーション・ペインで、「管理」、次
に「管理サーバー」を選択します。

2. 「idc」をクリックします。

3. ナビゲーション・ペインで、「一般構成」を選択します。

4. 追加構成変数フィールドの IntradocServerPort の値を書き留めます。たとえば、
IntradocServerPort=4444です

ドキュメント ID を検索するには:

1. Oracle Universal Content Management にアップロードされたドキュメントの ID
は、Oracle Universal Content Management サーバーで生成されます。ナビゲーシ
ョン・ペインで、「検索」を選択します。

2. 元のタイトル、生成された ID、作成者またはリリース日で検索できます。

3. 検索結果に一致する値が表示されます。

4. ID を書き留めます。たとえば、DM000213です。

値を収集したら、Oracle Universal Content Management の URL について、ブック・
エディタでそれらの値を追加できます。たとえば、vacorda.us.oracle.com:
4444/DM000213です。

Public Sector Planning and Budgeting でのブックの使用

連邦政府および州政府は、該当年度における企業経営の基盤となる公式承認済の予算
をまとめた予算台帳を義務付けています。予算台帳には政府の予算データが要約さ
れ、昇給や新採用、戦略的な新計画、資金需要、その他の主な支出に関する詳細が記
載されます。会計年度案の特定の日付で州知事または大統領に承認された収益および
資本予算が、関連する会計および業務情報とともに詳述されています。

Oracle Hyperion Public Sector Planning and Budgeting には、Oracle Hyperion
Financial Reporting を使用して作成された一連の一般的なレポートが含まれており、
予算台帳の作成に役立ちます。予算編成プロセスが完了すると、管理者はインターネ
ットに台帳を掲載して一般に公開したり、経営陣、行政管理予算局、知事執務室など
で回覧したりできます。

ブック・エディタでの URL の追加
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Public Sector Planning and Budgeting 意思決定パッケージと Financial Reporting
の使用

次も参照:

意思決定パッケージの概要

Financial Reporting ブックへの意思決定パッケージ・レポートの追加

意思決定パッケージの概要

Oracle Hyperion Public Sector Planning and Budgeting 意思決定パッケージは、財務情
報と、特定のアクションまたは提案済ポリシーのサポートされている理由を連結しま
す。意思決定パッケージは、資金調達の要求を、その理由を示す説明とサポート情報
とともに表し、確認および承認プロセスを通じて送信可能です。

たとえば、治安の向上が自治体の意思決定パッケージとなり、その意思パッケージに
は消防署や警察署が定義する予算要求が含まれるというような例が考えられます。予
算要求は、意思決定パッケージを実現するためのライン・アイテムのコストや合計金
額を表します。意思決定パッケージの詳細は、Oracle Hyperion Public Sector Planning
and Budgeting ユーザー・ガイドを参照してください。

Financial Reporting ブックへの意思決定パッケージ・レポートの追加

Oracle Hyperion Public Sector Planning and Budgeting 意思決定パッケージのレポー
トを、URL として Oracle Hyperion Financial Reporting ブックに追加できます。ブッ
クを実行すると、意思決定パッケージのレポートが PDF ファイルとしてブックに含ま
れます。

意思決定パッケージのレポートを Financial Reporting ブックに追加するには:

1. ブック・エディタで、意思決定パッケージのレポートを追加するブックを開きま
す。

2.「URL」で、「意思決定パッケージ」をクリックして、ドロップダウン・メニューか
ら Oracle Hyperion Planning アプリケーションを選択し、「追加」をクリックしま
す。

「意思決定パッケージ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3.「意思決定パッケージ」で、次のタスクを実行して、Financial Reporting で使用する
意思決定パッケージを探します。

• 「シナリオ」で、意思決定パッケージのシナリオを選択します

• 「バージョン」で、意思決定パッケージのバージョンを選択します。

• オプション: 「年」で、コピーするデータを含む意思決定パッケージの年を選択
します。

• 「通貨」で、意思決定パッケージの通貨を選択します。

• 「実行」をクリックします。

シナリオ、年およびバージョンに関連付けられている意思決定パッケージが表
示されます。

4. オプション: 属性をフィルタとして使用して意思決定パッケージを検索するには、
「意思決定パッケージ・フィルタ」の各属性に、属性情報を入力または指定します。
たとえば、予算日という属性を使用して、その日までに意思決定パッケージおよび

ブック・エディタでの URL の追加
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その予算要求を完了して最終的な承認の準備を行う必要がある日付を収集する場
合は、その日付を入力します。

5.「使用可能な意思決定パッケージ」で、Financial Reporting で使用する意思決定パッ
ケージを選択します。

6. それらを「選択された意思決定パッケージ」に移動します。

7. Financial Reporting 予算台帳でレポートして表示する元の意思決定パッケージのデ
ータの種類を示します。

レポート 説明

意思決定パッケージの
リスト

使用可能なすべての意思決定パッケージおよび意思決定パッケ
ージ内の予算要求が表示されます。「レポート・タイプ」から
「詳細」を選択して、意思決定パッケージおよび予算要求に関す
る詳細情報を表示します。

エンティティ別意思決
定パッケージ・コスト

エンティティ内のすべての意思決定パッケージおよびその予算
要求の合計費用を表示します

エンティティ別意思決
定パッケージ

エンティティ内のすべての意思決定パッケージを表示します。
「レポート・タイプ」から「詳細」を選択して、意思決定パッケ
ージが必要な理由や実装に関連予算要求が必要な理由を説明す
る理由条件など、意思決定パッケージと予算要求に関する詳細
情報を表示します。

8.「保存」をクリックして、変更を保存します。

「取消し」をクリックして変更を破棄します。

予算台帳のカスタマイズ - 例
管理者は、次の方法で予算台帳をカスタマイズできます:

• 章と副章を含む目次を定義する

• 説明的なテキスト、ドキュメント、画像、またはハイパーリンクを添付する

• 表を挿入する

• パッケージを PDF または HTML フォーマットでエクスポートする、またはリポジ
トリにスナップショットとして保存する

• 事前定義されているレポートを次の目的に利用できます。

– 勘定科目行の詳細とバージョンの比較

– 雇用レベル

– 主な費用に関するギャップ分析

– ディメンション別の成長表

管理者は、事前定義されているレポートをカスタマイズしてそれぞれの環境に適した
フォーマットでデータを提示することができます。

ノート:   

事前定義されているアプリケーションのディメンションを変更する場合には、
予算台帳でレポートを更新する必要があります。

ブック・エディタでの URL の追加
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予算台帳 - 全体的なプロセス

• ブックのセクションとサブセクションを定義して名前を付けます。通常は、
Microsoft Word または Oracle Hyperion Financial Reporting を使用します。オプ
ション:

– ユーザーが生成した HTML ファイル、PDF ファイル、および Financial
Reporting レポートをセクションとして挿入する

– Word ドキュメントの編集および予算台帳へのアップロード

– Public Sector Planning and Budgeting の事前定義済レポートを使用する

– Planning レポートを含める

– 他の Financial Reporting レポートや HTML ファイルへのリンクを追加する

• 目次を作成し、左、上または主ページに配置できます。

• イメージ、内部リンクやネットワーク・リンク、URL、クリップボードからのデ
ータなどを追加します。

• ディメンション階層を貼り付けるか作成し、所有者を割り当てます。

• Public Sector Planning and Budgeting から、ユーザーが動的にドリルスルーでき
る勘定科目メンバーを追加します。

• 勘定科目行で追加情報を参照します。

• コメントおよび注釈を追加します。

• 予算台帳およびその他のターゲット・レポートを公開します。

– ブックの実行時に、ブックを PDF、HTML または Word ファイルとして生成
します。

HTML で生成するには、ブックをバッチ内に生成する必要があります。

– 予算台帳とレポートをパブリック Web サイトなど適切なサイトに公開し、確
認できます。

• 予算台帳を複製し、次年度以降に再利用できます。

プロセス管理と承認を通じ、管理コメント、セル・テキスト、関連 URL などの Oracle
Universal Content Management の補助的な情報を Planning で転送できます。

ブック・エディタでの URL の追加
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4
バッチの設計

次も参照:

バッチについて
バッチを使用して複数のレポートとブックを同時に処理します。

バッチの設計
エクスプローラ・リポジトリでバッチを設計できます。

バッチのプロンプトの定義
レポートまたはブックのメンバーを要求するようにプロンプトを定義し
ます。

バッチについて
バッチを使用して複数のレポートとブックを同時に処理します。

バッチには、レポート、ブック、スナップショット・ブックおよびプロンプトが含ま
れます。プロンプト情報は、現在実行しているバッチの情報です。

保存済のバッチを変更、除去または再スケジュールできます。バッチを複製して、元
のバッチのプロパティを一部または全部使用できます。

デフォルトでは、スケジュールを行うユーザーにリポジトリ内のスナップショットお
よびスナップショット・ブックに対するアクセス権が割り当てられます。バッチに対
するファイル権限を持っている場合は、スケジュール時にバッチ内のどのレポートも
実行できます。スケジュールを行うユーザーは、スケジュール時に他のユーザーやグ
ループにファイルの権限を割り当てることができます。

スケジュール済バッチには、スケジュール時に変更できるスケジュール済バッチ POV
(視点)があります。バッチのプロンプト情報を指定することもできます。POV とプロ
ンプト情報により、各ブックとバッチ内のレポートに指定された POV とプロンプトの
値が提供されます。バッチは、すぐに処理するか後で処理するようにスケジュールで
きます。

バッチの設計
エクスプローラ・リポジトリでバッチを設計できます。

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ファイル」、「新規」、「ドキュメント」の順に選
択します。

2.「タスクの選択」で「スケジュールを設定するレポートのバッチを作成」を選択し、
「次」をクリックします。

3.「ファイルの選択」で「タイプ」を「Financial Reporting レポート」、「Financial
Reporting ブック」、「Financial Reporting スナップショット・レポート」または
「Financial Reporting スナップショット・ブック」に設定します。

4. をクリックして目的のレポートを「選択アイテム」に移動します。
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リポジトリ内のレポートを移動、削除または名前変更すると、レポートは次回ブッ
クを開いたときにブックから除去されます。

1 つのレポート・タイプを複数回選択した場合は、重複するレポート・タイプの新
規の名前の入力を求めるメッセージが表示されます。名前を変更したレポート・タ
イプは、元の名前の後に新規名がカッコで囲まれてバッチ・エディタに表示されま
す。重複するレポートを破棄するには、「取消し」をクリックします。

5.「終了」をクリックしてバッチ・エディタを開きます。

6. 表示されたプロンプトに応答します。(プロンプトへの応答を参照してください)。

7.「ファイル」、「保存」の順に選択します。

バッチのプロンプトの定義
レポートまたはブックのメンバーを要求するようにプロンプトを定義します。

次も参照:

プロンプトについて

プロンプトへの応答

プロンプトの定義

プロンプトについて

プロンプトは、レポートまたはブックでのメンバーの要求です。バッチ内のレポート
またはブックにプロンプトが含まれている場合、バッチ・エディタでメンバーを選択
できます。

バッチを保存すると、「プロンプトに応答」ダイアログ・ボックスに、バッチ内のアー
ティファクトに含まれているプロンプトと変数が表示されます。

プロンプトへの応答

変数が存在し、データ・ソースに複数の参照がある場合、または同じプロンプトが複
数のグリッドに存在する場合は、「プロンプトに応答」ダイアログ・ボックスにリスト
が表示され、ユーザーはグリッド、レポート/ブック、バッチのどのレベルでプロンプ
トに応答するかを選択できます。オプションは、「プロンプトに応答」ダイアログ・ボ
ックスがレポートの実行中に表示されるか、ブックの実行中に表示されるか、バッチ・
エディタ内から表示されるかによって異なります。レポート、ブックまたはバッチに 1
つのプロンプトのみ含まれている場合またはプロンプトが異なる(異なるディメンショ
ン、デフォルト・メンバーまたは選択リスト)場合、プロンプトへの応答方法のオプシ
ョンは表示されません。

レポートの実行時のプロンプト・オプション

• レポート・レベルでプロンプトに応答(デフォルト)

• グリッド・レベルでプロンプトに応答

ブックの実行時のプロンプト・オプション

• ブック・レベルでプロンプトに応答(デフォルト)

• レポート・レベルでプロンプトに応答

• グリッド・レベルでプロンプトに応答

バッチのプロンプトの定義
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バッチの編集時のプロンプト・オプション

• バッチ・レベルでプロンプトに応答(デフォルト)

• ブック/レポート・レベルでプロンプトに応答

• グリッド・レベルでプロンプトに応答

プロンプトに一度応答して、各プロンプトに同じ値を使用することも、「グリッド・レ
ベルでプロンプトに応答」を選択して「適用」をクリックし、プロンプトごとに異な
る値を入力することもできます。

「ソース」列には、プロンプトが表示されるアーティファクトが表示されます。同じプ
ロンプトが見つかり、プロンプト応答が 1 つのみ表示されている場合は、「ソース」列
に、そのプロンプト応答がそのタイプのすべてのプロンプトに適用されることを示す
アスタリスク(*)が表示されます。

ノート:   

プロンプトに応答するレベルを選択できる機能は、エクスプローラ・リポジト
リでのみ使用可能です。Oracle Hyperion Financial Reporting Studio では、
「プロンプトに応答」ダイアログ・ボックスには常に、すべてのメンバー選択
プロンプトと各変数への 1 つの参照が表示されます。

プロンプトの定義

バッチ・エディタでプロンプトを定義するには:

1. エクスプローラ・リポジトリでプロンプト付きのレポートを含むバッチを右クリッ
クし、「プロンプトに応答」を選択します。

2.「プロンプトに応答」で「メンバー選択に移動」をクリックします。

3.「メンバー選択」で、バッチの実行時にレポートで使用するメンバーを選択します。

4.「OK」をクリックし、必要に応じてバッチをスケジュールします。

5. ファイルを保存して閉じます。

バッチのプロンプトの定義
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5
バッチのスケジュール設定

次も参照:

バッチのスケジュールについて
バッチは、ドキュメント、レポートまたはブックのセットのグループ化
と処理のために使用します。

バッチの実行のスケジュール
エクスプローラ・リポジトリを使用して実行するバッチをスケジュール
します。

バッチ・バーストのスケジュール設定
各スケジュール済バッチに対してジョブ・バーストを使用してディメン
ションの 1 つ以上のメンバーにレポートを実行できます。

バッチ・スケジューラ操作
バッチの削除、エクスポート済ファイルの取得、詳細の表示、バッチ・
ファイルの準備、ログオン資格証明の変更、バッチ・プロパティのコピ
ーおよび変更、ファイル権限の割当てを行います。

バッチのスケジュールについて
バッチは、ドキュメント、レポートまたはブックのセットのグループ化と処理のため
に使用します。

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace ではバッチ・エディ
タを使用してバッチを作成、編集、保存します。これらのタスクを実行するには、グ
ローバル管理者、レポート・デザイナ、スケジューラまたはコンテンツ・パブリッシ
ャの役割を持っている必要があります。役割の詳細は、Oracle Enterprise Performance
Management System セキュリティ構成ガイドの付録を参照してください。バッチを
HTML または PDF ファイルとして Oracle Hyperion Planning の受信ボックス/スケ
ジューラ出力フォルダにエクスポートできます。エクスポートした出力は、PDF とし
てユーザーに電子メールで送信できます。

バッチは、ただちにまたは後日実行するようにスケジュールできます。バッチのスケ
ジュールでは、バッチ POV の選択、電子メール通知の設定およびバッチの実行時に生
成される出力の宛先を選択します。宛先タイプには、指定したリポジトリ・フォルダ
へのスナップショットの保存、Planning の受信ボックス/スケジューラ出力フォルダへ
の PDF ファイルのエクスポートまたは電子メールへの添付、および指定した Planning
の受信ボックス/スケジューラ出力フォルダへの HTML ファイルのエクスポートがあ
ります。(バッチ・バーストでは HTML はサポートされていません。)スケジュール済の
バッチ・オプションを選択した後、正常実行後に、バッチ・スケジューラからバッチ・
キューにバッチが追加されます。

スケジューラのバッチ・バースト機能では、1 データ・ソースに対するバッチ POV で
1 つのディメンションの複数のメンバーに対するバッチを実行して、生成された PDF
を受信者リストに電子メールで送信し、ファイル・システムまたはリポジトリに出力
を保存できます。たとえば、New York および Houston に対して実行するようにスケ
ジュールされたバッチでは、New York の出力を jones@cd.comに、Houston の出力
を smith@cd.comに送ることができます。バッチ・バーストでは、事前に定義された
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テキスト機能をレポート・ラベルおよびフォルダ・ラベルで使用できます。バッチに
割り当てられたデフォルト設定をオーバーライドするためにバースト宛先ファイル(バ
ッチ宛先の指定を参照)を作成できます。

バッチの実行のスケジュール
エクスプローラ・リポジトリを使用して実行するバッチをスケジュールします。

バッチの実行をスケジュールするには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ツール」、「バッチ・スケジューラ」の順に選択
します。

2.「バッチ・スケジューラ」で、「ファイル」、「スケジュール設定するバッチ」の順に
選択します。

3. バッチの名前と説明を入力します。

4. オプション。「出力後に、スケジュール済バッチをスケジューラから削除」選択し、
実行が成功したらバッチをスケジューラから削除します。

5.「次」をクリックします。

6.「バッチのスケジュール設定」でバッチを選択し、説明を入力して「次」をクリッ
クします。

必要に応じてユーザー名とパスワードを入力し、「OK」をクリックします。

注意: パスワードは暗号化する必要があります。

7.「開始時刻」画面の「頻度」でバッチの実行頻度を選択します。「すぐに実行」また
は「オン・デマンドで実行」を選択することもできます。

8. スケジュールされた頻度を選択した場合、開始日時と終了日時、タイムゾーンを選
択します。

9. オプション。バッチ内のレポートおよびブックのユーザー POV にディメンション
がある場合、「スケジュール済バッチ視点」で、そのディメンションのメンバーを
設定できます。バッチ視点用のメンバーの選択を参照してください。

10.オプション: バッチ POV 上の 1 つのディメンションに含まれる複数のメンバーに
対してバッチを実行するためにジョブ・バーストを使用する場合、「バースト・オ
プション」を設定します。バッチ・バーストのスケジュール設定を参照してくださ
い。

11.「次」をクリックします。

12.実行中のバッチ・ファイルの出力先のデフォルト設定を変更し(バッチ宛先の指定を
参照)、「次」をクリックします。

13.バッチが正常に実行された場合または正常に実行されなかった場合に簡単なメッ
セージとともに電子メールを受信者に送信するかどうかを指定します。バッチの
スケジュールの電子メール・アドレスの選択を参照してください。

14.「終了」をクリックして、バッチ・スケジューラでバッチ・ジョブを保存します。

ログオン資格証明の指定

スケジュール済バッチを将来の日付に実行するには、ログオン資格証明を提供する必
要があります。バッチ・スケジューラでバッチをスケジュールする際、ログオン資格
証明を入力します。

バッチの実行のスケジュール
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ログオン情報を入力するには:

1. Oracle Hyperion Financial Reporting サーバーのユーザー名とパスワードを入力し
ます。

2. データベース接続名のユーザー名とパスワードを入力します。

3.「OK」を選択します。

バッチ視点用のメンバーの選択

各スケジュール設定されたバッチは、バッチ内のレポートのすべての関連するディメ
ンションに基づく POV を持ちます。レポートまたはブックがユーザー POV にメンバ
ーを持たない場合、バッチ POV はありません。バッチがスケジュールに追加されると
きに、ユーザー POV がデフォルト・バッチ POV として指定されます。ユーザー POV
設定は、バッチ POV の各ディメンションのメンバーを指定してオーバーライドできま
す。バッチ POV で選択したメンバーが適切であることを確認する必要があります。

バッチの POV のメンバーを選択するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2.「バッチのスケジュール設定」画面の「スケジュール済バッチの視点」領域から、
メンバーを選択するディメンションをクリックします。

3. POV に使用するメンバーを選択し、「OK」をクリックします。

4. バッチの宛先を完了するには、「次」をクリックします。

バッチ宛先の指定

バッチ・スケジューラの「出力先」領域でスケジュール済バッチの出力のタイプおよ
び場所を定義します。

次のオプションを使用できます:

ノート:   

バッチ・バーストでは、スナップショット・レポートおよび PDF ファイルへ
の出力のみサポートされ、HTML および MHTML への出力はサポートされて
いません。

バッチの実行のスケジュール
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ノート:   

電子メール出力の最大添付サイズを指定するには、JConsol.exeファイル内
の MaxEmailAttachmentSizeプロパティを使用します。KB 単位で入力す
るこの値を使用して、電子メールごとに許される最大添付サイズを超えないよ
うレポートを複数の電子メールに分割します。デフォルトは無制限(0 (ゼロ)
または -ve)に設定されています。

1 個の PDF ファイルまたは複数ファイルを含むオーバーサイズの添付を送る
と電子メールは送られず送信者に通知されます。1 つのオーバーサイズ添付の
場合、送信者はそれをスケジューラ・サーバーまたは外部ディレクトリからコ
ピーして手作業で配布できます。複数ファイル添付の場合、送信者はバッチ・
スケジューラからバッチを再実行して、ファイルごとに個別の電子メールを送
るオプションを選択できます。このプロパティはバーストおよび非バースト
出力に適用されます。

• リポジトリ内のスナップショットの保存先 - 次のオプションを有効にします。

– 元のオブジェクトと同じフォルダ - スナップショットとスナップショット・ブ
ックをリポジトリ内の元のレポートまたはブックと同じフォルダに保存しま
す。

– 別のフォルダ - 出力をリポジトリ内の別の場所に保存します。「フォルダ」を
クリックして、リポジトリ内の宛先フォルダを選択します。

– 電子メール HTML リンク - スナップショットを HTML リンクとして電子メ
ールで送信します。

– 電子メール PDF リンク - スナップショットを PDF リンクとして電子メール
で送信します。

「リポジトリ内のスナップショットの保存先」を選択すると、「ファイルのアクセ
ス権」も有効になり、ユーザーおよびグループにスナップショット出力のアクセ
ス権を割り当てることができます。

• PDF にエクスポート - Oracle Hyperion Financial Reporting サーバーの PDF ファ
イルとしてバッチをエクスポートします。

– 外部ディレクトリにエクスポート - Oracle Hyperion Planning の受信ボック
ス/スケジューラ出力フォルダにエクスポートします。このファイルには、

「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」でアクセスできます。

– PDF 添付ファイルとして電子メールを送信 - レポートを PDF 添付ファイルと
して電子メールで送信します。電子メール添付ファイルを圧縮するには、
「PDF を zip フォーマットで圧縮」を選択します。

– 注釈の印刷 - レポートとともに注釈を印刷します。「詳細」をクリックして、
注釈の印刷方法を指定します。注釈印刷のプリファレンスは特定のバッチの
一度限りの設定です。これはグローバル・プリファレンスとして保存されない
ことに注意してください。注釈印刷プリファレンスの設定を参照してくださ
い。

• HTML(Web ページ)としてエクスポート - Financial Reporting サーバーの HTML
ファイルとしてバッチをエクスポートします。

「外部ディレクトリにエクスポート」を選択して、Planning の受信ボックス/スケ
ジューラ出力フォルダにエクスポートします。このファイルには、「受信ボック
ス/送信ボックス・エクスプローラ」でアクセスできます。

バッチの実行のスケジュール
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「HTML(Web ページ)としてエクスポート」は、バースト・バッチではサポートさ
れていません。

生成されたバッチの出力は、HTML 出力とは異なります:

– template.cssファイルは無視されます。そのため、テンプレートに定義さ
れたフォーマットは適用されません。

– バッチに FRExecute関数を含む Microsoft Word ドキュメントが含まれる場
合、結果の出力は Microsoft Word ドキュメントの設計によって異なります:

* FRExecute関数がテキスト・ボックスに入力された場合、結果の出力は
テキスト・ボックスのパラメータに合わせてサイズ調整されます。設計者
は、FRExecuteのコンテンツの範囲に従って、テキスト・ボックスのサ
イズを指定する必要があります。

* FRExecuteが(テキスト・ボックスではなく)Microsoft ページの上部に入
力された場合、結果の出力は、Financial Reporting デザイナで指定された
とおりに表示されます。

• 単一ファイルの Web ページとしてエクスポート(MHTML) - Financial Reporting
サーバーの単一ファイルとしてバッチをエクスポートします。

「外部ディレクトリにエクスポート」を選択して、Planning の受信ボックス/スケ
ジューラ出力フォルダにエクスポートします。このファイルには、「受信ボック
ス/送信ボックス・エクスプローラ」でアクセスできます。

「単一ファイルの Web ページとしてエクスポート(MHTML)」は、バースト・バッ
チではサポートされていません。

• バースト・リストのプレビュー - 選択すると、CSV バースト・リストをプレビュ
ーできます。リストには、ジョブ・バースト・バッチのメンバーに選択されたデ
フォルト設定が表示されます。

バッチのスケジュールの電子メール・アドレスの選択

スケジュールしたバッチが成功または不成功のとき電子メールを送るようバッチ・ス
ケジューラを設定できます。電子メールにはバッチのステータスの詳細とオプション
としてバッチの PDF 出力が含まれます。電子メール・アドレスを選択、追加、または
削除できます。

バーストではないバッチの場合、電子メールには通知と PDF 添付ファイルが含まれま
す。バースト・バッチの場合、電子メールには通知のみが含まれます。

受信者電子メールを選択するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2.「スケジュール済バッチの詳細」画面で目的のオプションを選択します。

• 成功した場合、詳細を電子メールで送信 - バッチの実行が成功した場合に通知
を送信する電子メール・アドレスを選択します。

• 成功しなかった場合、詳細を電子メールで送信 - バッチの実行が失敗した場合
に通知を送信する電子メール・アドレスを選択します。

3. メッセージの件名を入力します。

4. オプション: 「バースト・リストのプレビュー」をクリックして、ジョブ・バース
ト・バッチのバースト宛先ファイルを表示およびエクスポートします。

バッチの実行のスケジュール
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このファイルには、バースト・バッチのメンバー用に選択されたデフォルト設定が
含まれます。バースト宛先ファイルについてを参照してください。

バッチ・バーストのスケジュール設定
各スケジュール済バッチに対してジョブ・バーストを使用してディメンションの 1 つ
以上のメンバーにレポートを実行できます。

ジョブ・バーストにディメンションのみを選択すると、バッチ POV のそのディメンシ
ョンの設定は使用不可になります。選択されていないバッチ POV メンバーはアクテ
ィブのまま残り、バッチに含まれます。レポートまたはブックがユーザー POV にメン
バーを持たない場合、バッチ POV またはジョブ・バーストはありません。

バッチ・バーストをスケジュールするには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2.「開始時刻」画面の「バースト・オプション」領域で「ディメンションの複数メン
バーにバッチを実行」を選択し、ジョブ・バースト用のディメンションを選択しま
す。

3. をクリックして、ジョブ・バースト用のメンバーを選択します。

4. すでにこのバッチの CSV バースト受信者リストを作成してリポジトリにインポー

トした場合は、「バースト・ファイル」で をクリックして、ファイルを選択しま
す。

5.「メンバーのコピー」をクリックして CSV バースト受信者リストに定義されている
メンバーを「メンバーの選択」リストに追加します。

選択したディメンションに対して使用可能なメンバーのみ追加されます。

バースト宛先ファイルについて

バースト宛先ファイルには、スケジュールしたバッチのデフォルト設定が含まれます。
バッチ・スケジューラを使用して、デフォルト設定を定期的に確認できます。スケジ
ュールしたバッチの出力および権限の例外を指定するために、CSV ファイルとしてバ
ースト・ファイルをエクスポートし、バッチ・スケジューラで定義されたデフォルト
設定をオーバーライドできます。CSV バースト宛先ファイルのメンバー設定は、バッ
チ・スケジューラのメンバー選択に追加できます。たとえば、選択したメンバーに基
づいて一部のレポートに別のサブフォルダを指定したり、一部のレポートを読取り専
用にしたりできます。選択したディメンションで有効なメンバーのみがバースト・フ
ァイルに追加されます。

現在のバッチのバースト宛先ファイルを編集するには、管理者またはデザイナが宛先
ファイルをテキスト・エディタまたは Excel にエクスポートし、メンバーがまだ表示さ
れない場合はメンバーを入力して、表の値を編集します。ディメンション内の各メン
バーの値は、サブフォルダ名、Financial Reporting オブジェクト名、電子メール・ア
ドレス、グループ名、役割名、ユーザー名、PDF の外部ルート・フォルダです。

完了したら、ファイルをリポジトリにインポート(「ファイル」、「インポート」、「ファイ
ル」の順に選択)する必要があります。そこでバッチ・スケジューラ内のバッチに適用
できます。

バッチ・バーストのスケジュール設定
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ノート:   

CSV ファイル内のメンバー名は大文字と小文字が区別され、データ・ソース内
のメンバー名と一致する必要があります。ファイル内のメンバー名の大小文
字がデータ・ソース内のものと異なる場合、バーストで電子メールが生成され
ません。

CSV バースト・ファイルを作成してリポジトリにインポートする場合、それをスケジ
ュール・バッチ用に選択できます。

バースト・ファイルの選択

バースト・ファイルを選択するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、バースト・ファイルを含むフォルダに移動しま
す。

2. バースト・ファイルを選択し、「OK」をクリックします。

ノート:   バッチは、バッチ・スケジューラの「メンバー選択」で選択したメン
バーに対してのみ実行できます。CSV ファイルはディメンションの個別のメ
ンバーのオプションの出力のにみ使われます。

バースト・リストのプレビュー

バースト・リストには、現在スケジュールされているバッチのデフォルト設定が表示
されます。バッチ・スケジューラを使用して定期的にデフォルト設定を確認し、バー
スト・リストを CSV ファイルとしてエクスポートしてスケジュール済バッチの出力と
権限例外を指定できます。それによって、スケジュール済バッチに定義されたデフォ
ルト設定がオーバーライドされます。たとえば、選択したディメンションに基づいて
一部のレポートに別のサブフォルダを指定したり、一部のレポートを読取り専用にし
たりできます。

現行バッチのバースト宛先ファイルを編集するには、管理者または設計者がファイル
をテキスト・エディタまたは Excel へエクスポートし、すでに表示されていなければメ
ンバーを入力し、表内の値を編集します。完了したら、ファイルをリポジトリにイン
ポート(「ファイル」→「インポート」→「ファイル」)する必要があります。そこでスケ
ジュール済バッチに適用できます。サンプル・リストについては、/sampleフォルダ
にあるバースト宛先ファイルを参照してください。

バースト・リストを CSV ファイルとしてエクスポートするには:

1.「バッチのスケジュール設定」ページの「バースト・オプション」で「バースト・
リストのプレビュー」を選択します。

2.「CSV にエクスポート」をクリックします。

ファイルは、あれば MS Excel へエクスポートされ、なければテキスト・エディタ
を選択するよう要求されます。

3. 個別のメンバーの出力オプションと権限を指定します。

バッチ・バーストのスケジュール設定
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ノート:   

ファイルに追加されたメンバーでバッチ・ウィザードでも選択されていないも
のは、出力時に無視されます。レポートをユーザーに対してグループまたは役
割別に「読み取り専用」にするには、グループ名または役割名を入力します。

バースト出力ラベルの指定

バースト出力レポート名およびサブフォルダ名を指定するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2.「バッチのスケジュール設定」画面の「バースト出力ラベル」領域で、オブジェク
ト・ラベルおよびサブフォルダ・ラベルを定義します。

「オブジェクト・ラベル」および「サブフォルダ・ラベル」フィールドには、レポート
とサブフォルダ名の識別を可能にする 2 つのデフォルト・テキスト関数が表示されま

す。 をクリックして追加テキスト関数を選択します。 をクリックして関数をテ
ストします。

例 5-1 バースト・レポートに使用可能な関数

• <<MemberName()>> - バースト・メンバーの名前を戻します。この関数にはパラ
メータはありません。

• <<MemberAlias()>> - バースト・メンバーの別名を戻します。この関数にはパ
ラメータはありません。

• <<MemberDescription()>> - バースト・メンバーの説明を戻します。この関数
にはパラメータはありません。

• <<BatchPovMember("DataSrcName","DimName")>> - バースト・メンバーの
POV メンバーの名前を戻します。ここで、DataSrcNameは希望 POV (バッチは
2 つ以上の POV を指すことが可能)のデータ・ソースの名前で、DimNameはその
メンバー名を抽出する所定 POV 下のディメンションの名前です。

• <<BatchPovAlias("DataSrcName","DimName")>> - バースト・レポートの
POV メンバーの別名を戻します。ここで、DataSrcNameは希望 POV (バッチは
2 つ以上の POV を指定可能)のデータ・ソースの名前で、DimNameはそのメンバ
ー別名を抽出する所定 POV の下のディメンションの名前です。

• <<BatchPovDescription (“DataSrcName”, “DimName”)>> - バースト・レ
ポート POV メンバーの説明を戻します。ここで、DataSrcNameは希望 POV(バ
ッチは 2 つ以上の POV を指定可能)のデータ・ソースの名前で、DimNameはその
メンバー説明を抽出する所定 POV の下のディメンションの名前です。

• <<FinancialReportingObjectName()>> - バースト Oracle Hyperion
Financial Reporting オブジェクトの名前を戻します。これは通常レポート名で
す。この関数にはパラメータはありません。

• <<Financial ReportingObjectDescription()>> - バースト Financial
Reporting オブジェクトの説明を戻します。これは通常レポートの説明です。こ
の関数にはパラメータはありません。

• <<Date("format")>> - オンライン・レポートにデータが記入された日付と時
刻、あるいは、スナップショット・レポートを保存したときの日付と時刻を戻し

バッチ・バーストのスケジュール設定
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ます。ここで、formatは日付と時刻のフォーマットを定義する、引用符に囲まれ
た文字列です。

日付と時刻の format文字すべてのリストは、Oracle Hyperion Financial Reporting
Studio ユーザー・ガイドの「関数の使用方法」を参照してください。

ノート:   

POV 関連の関数(BatchPovMember、BatchPovAlias および
BatchPovDescription)を追加するときは、パラメータ値を二重引用符で囲みま
す。例: <<BatchPovDescription("Essbase sample basic on
ProdServer1","Product">>。ここで、"Essbase sample basic on ProdServer1"は
データ・ソース名で、"Product"はディメンション名です。

バッチ・スケジューラ操作
バッチの削除、エクスポート済ファイルの取得、詳細の表示、バッチ・ファイルの準
備、ログオン資格証明の変更、バッチ・プロパティのコピーおよび変更、ファイル権
限の割当てを行います。

次も参照:

バッチの削除

エクスポート済ファイルの取得

スケジュール済バッチの詳細の表示

コマンド・ライン・スケジューラのためのバッチ・ファイルの準備

スケジュール済バッチのログオン資格証明の変更

HTML ブックを Web 表示用に開く

HTML Web 出力例の表示

バッチ・プロパティの新規バッチへのコピー

バッチ・プロパティの変更

スナップショットとスナップショット・ブックに対するファイルの権限の割当て

バッチの削除

次も参照:

バッチ・スケジューラからバッチの削除

バッチ・スケジューラ結果の自動削除

バッチ・スケジューラからバッチの削除

役割の割当てに基づき、バッチ・スケジュールの設定時、バッチが正常に完了したら
バッチ・スケジューラからスケジュール済バッチを削除できます。スケジュール済バ
ッチを削除しない場合、成功したバッチはバッチ・スケジューラに保存されます。「エ
ラー」ステータスのバッチは常にバッチ・スケジューラに保存されます。

バッチ・スケジューラからスケジュール済バッチを手動で削除するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

バッチ・スケジューラ操作
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2. 「バッチ・スケジューラ」で、削除するバッチを選択します。

3. 「編集」、「削除」の順に選択します。

4. プロンプトされたら「はい」をクリックします。

新規バッチの作成時にスケジュール済バッチ・エントリを自動的に削除するよう指定
するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2. 「バッチ・スケジューラ」で、「ファイル」、「スケジュール設定するバッチ」の順
に選択します。

3. 「バッチのスケジュール設定」画面で「出力後に、スケジュール済バッチをスケジ
ューラから削除」を選択します。

バッチ・スケジューラ結果の自動削除

指定した未来年齢を超えるバッチ・ジョブを自動的に削除するようバッチ・スケジュ
ーラを構成できます。たとえば、スケジューラ・サーバーに 1 週間を超えて格納され
ているバッチ・ジョブを削除できます。自動削除オプションはデフォルトでオフにな
っています。

自動削除を有効にするには、ScheduledBatchCleanUpThreadDelayプロパティお
よび ScheduledBatchCacheTimeプロパティを編集します。これらのプロパティ
は、JCosnole/Means: http://docs.oracle.com/cd/E57185_01/epm.1112/
fr_webadmin/ch05.htmlにあります。

エクスポート済ファイルの取得

スケジュール済バッチを実行したあと、出力ファイル取得オプションを使用して zip 圧
縮した HTML または PDF 出力ファイルを取得して名前変更し、zip 圧縮したファイル
をスケジューラ・サーバーからローカル・ドライブへロードできます。エクスポート
済出力を取得するにはバッチのアクセス権が必要です。

ノート:   

バッチをスケジュールした後削除した場合、出力を取得できません。取得は、
非バースト・バッチ・ファイルに対してのみ有効です。

出力を取得するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2.「バッチ・スケジューラ」で、エクスポート済出力を作成して完了したスケジュー
ル済バッチを選択します。

3.「アクション」、「出力ファイルの取得」の順に選択します。

ファイルは zip ファイルとして表示されます。

4. エクスポートするファイルを選択して「抽出」をクリックし、ファイルをユーザー
のマシンのディレクトリまたは Web サーバーへエクスポートします。

バッチ・スケジューラ操作
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スケジュール済バッチの詳細の表示

スケジュール済バッチの詳細を表示するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2.「バッチ・スケジューラ」でバッチを選択します。

3.「アクション」、「詳細の表示」の順に選択します。

4. 詳細をクリップボードにコピーするには、「詳細の表示」で右クリックして「すべ
て選択」をクリックするか、右クリックして「コピー」を選択します。

5.「閉じる」をクリックします。

コマンド・ライン・スケジューラのためのバッチ・ファイルの準備

外部スケジューラを使用して、バッチ・ジョブをスケジュールできます。バッチの起
動処理は、外部スケジューラを使用して自動化します。または、集計の完了後など外
部イベントが発生した後でバッチを起動します。

Oracle Hyperion Financial Reporting の外部バッチ・コマンドライン・スケジューラで
は、1 つのバッチ・リクエストのみサポートされます。複数のバッチを処理しようとす
ると、最初の行のバッチのみが外部バッチ・コマンドライン・スケジューラにより実
行されます。

既存のバッチ・ファイルをコマンド・ライン・スケジュール用にエクスポートするに
は:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ツール」、「バッチ・スケジューラ」の順に選択
します。

2. 「バッチ・スケジューラ」で、成功してエクスポート済出力を生成して完了したス
ケジュール済バッチを選択します。

3. 「アクション」を選択し、「コマンド・ラインでのスケジュール用にエクスポート」
を選択します。

4. 「ファイルのダウンロード」で、XML ファイルをクライアントのローカル・ディ
レクトリに mybatch.xmlとして保存します。ここで mybatchはバッチ入力ファ
イルの名前です。

コマンドライン・スケジュール用のバッチ・ファイルを作成するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2. 「バッチ・スケジューラ」で「アクション」を選択し、「コマンド・ラインでのス
ケジュール用ファイルの作成 f」を選択します。

3. 「バッチのスケジュール設定」でバッチ・ファイルを選択し、「次」をクリックし
ます。

このダイアログ・ボックスの残りの手順を完了するには、バッチの実行のスケジ
ュールを参照してください。

4. バッチ作成の最後に、「ファイルのダウンロード」が表示されます。

5. XML ファイルをクライアントのローカル・ディレクトリに mybatch.xmlとして保
存します。ここで mybatchはバッチ入力ファイルの名前です。

バッチ・スケジューラ操作

バッチのスケジュール設定  5-11



スケジュール済バッチのログオン資格証明の変更

Oracle Hyperion Financial Reporting サーバーまたはデータベースを変更した場合、ス
ケジュール済バッチの実行時にすべてのスケジュール済バッチで使用する新しいログ
オン資格証明を指定できます。

ログオン資格証明を変更するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2.「アクション」、「パスワードの変更」の順に選択します。

3. 変更するログオン資格証明として、「Financial Reporting サーバー」または「デー
タベース」を選択し、ユーザー ID、古いパスワード、新しいパスワードを入力して
「OK」をクリックします。

HTML ブックを Web 表示用に開く

スケジュールされたバッチが HTML 出力として生成された後、「出力ファイルの取得」
オプションを使用して、Web 表示用の ZIP 形式の HTML 出力ファイルを取得できま
す。ZIP 圧縮ファイルには、Web サーバーにデプロイするために必要なものがすべて
含まれています。ZIP 圧縮ファイルは、名前を変更してユーザーのマシンや Web サー
バーに移動することができます。

ブックを Web 表示用に開くには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace で、「ナビゲー
ト」、「スケジュール」、「バッチ・スケジューラ」の順に選択します。

2. バッチ・スケジューラで、エクスポート済出力を作成して完了したスケジュール済
バッチを選択します。

3.「アクション」、「出力ファイルの取得」の順に選択します。

ファイルは ZIP ファイルとして表示されます。

4. エクスポートするファイルを選択し、「抽出先」をクリックしてファイルをマシン
または Web サーバー上のディレクトリにエクスポートします。

ノート:   

バッチをスケジュールした後削除した場合、出力を取得できません。取得は、
非バースト・バッチ・ファイルに対してのみ有効です。

ノート:   

生成されたバッチの出力は、静的です。

HTML Web 出力例の表示

次のイメージは、静的 HTML として生成され、ブラウザによって起動されたブックを
表しています。出力は、カスタマイズされたレイアウト、ユーザー定義コンテンツお
よびナビゲーション機能を示しています。イメージ特有の制限により、すべての機能
が表示できるとはかぎりません。しかし、HTML ブックには次を含められます:

バッチ・スケジューラ操作
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• ヘッダーおよびフッターのカスタマイズされたページ・レイアウト。ページ・レ
イアウトは、template.css ファイルで定義されます。

• セクションおよびセクション見出しがネストされた目次ナビゲーション。目次の
プロパティは、ブック・エディタで定義されます。

• ブック内の位置を示すナビゲーション・トレイル。

• Oracle Hyperion Financial Reporting レポートレポートには、その他のレポート、
URL および外部の Web サイトにリンクされるレポート行やレポート内のその他
の領域に追加のナビゲーション・リンクを含められます。

• テキスト・コンテンツおよび FRExecute関数を含む Word ドキュメント。
FRExecute についてを参照してください。

• Microsoft Excel および PDF ドキュメント。

• サイト全体、目次またはコンテンツのみを対象にした検索。

• 目次のテキスト見出し。

 

 

バッチ・プロパティの新規バッチへのコピー

バッチ・プロパティを既存のバッチから新規バッチにコピーできます。また、コピー
されたバッチのプロパティを変更し、新規バッチに合せることもできます。

スケジュール済バッチに基づいてバッチ・プロパティを複製および編集するには:

バッチ・スケジューラ操作
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1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2.「バッチ・スケジューラ」でスケジュール済バッチを選択し、「編集」、「プロパティ
の複製と編集」の順に選択します。

3. 新規バッチ用にバッチ・プロパティを編集します。

たとえば、「開始時刻」または「宛先」の設定を変更できます。

4.「終了」をクリックします。

バッチ・プロパティの変更

バッチ・プロパティを変更するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2.「バッチ・スケジューラ」で、「編集」、「プロパティ」の順に選択します。

3.「バッチのスケジュール設定」でバッチを選択し、「次」をクリックします。

4. 目的のプロパティを変更し、「終了」をクリックします。

スナップショットとスナップショット・ブックに対するファイルの権限の割
当て

バッチの実行時に、作成したスナップショットやスナップショット・ブックの表示を
他のユーザーやグループに許可するには、ユーザーやグループにアクセス権を割り当
てる必要があります。

スナップショットへのアクセス権を割り当てたり除去したりするには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ナビゲート」、「スケジュール」、「バッチ・スケ
ジューラ」の順に選択します。

2. バッチを選択し、「編集」、「プロパティ」の順に選択します。

3. バッチ・スケジューラで「出力先」領域に移動します。

4.「出力先」で「リポジトリ内のスナップショットの保存先」を選択します。

5.「ファイルの権限」を選択し、「リストの更新」をクリックします。

バッチのすべてのユーザー、グループおよび役割を除去した場合、リポジトリ内の
バッチによって生成されたスナップショット出力を表示できるのは管理者のみで
す。

6.「ユーザー」、「グループ」または「役割」タブを選択して、目的のユーザー、グル
ープまたは役割を「選択したユーザー、グループ、役割」ペインに移動します。

7.「選択したユーザー、グループ、役割」ペインのアイテムごとに「アクセス」をク
リックしてアクセス・レベルを割り当て、「OK」をクリックします。

バッチ・スケジューラ操作
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6
注釈の使用

次も参照:

注釈について
Oracle Hyperion Financial Reporting レポートで使用される注釈では、ド
キュメントとデータについて共有できる情報が取得されます。

注釈の作成
注釈は、レポート、テキスト、チャート、イメージ、およびグリッド(式
のセルを含む)の各オブジェクトに添付でき、全 POV または部分 POV を
参照できます。

注釈の表示および非表示
注釈オプションを表示または非表示にします。

式のセルでの注釈の動作
レポート・ビューアで式のセルを右クリックし、注釈を作成します。

注釈要約の表示
初期サマリー注釈テキストを表示するには、注釈アイコンを右クリック
します。

注釈詳細の表示
注釈詳細を注釈リスト・パネルで表示します(この注釈詳細には返答およ
び添付ファイルが含まれる場合があります)。

注釈の編集
注釈の作成時に「編集を有効にする」を選択して、変更またはフル・コ
ントロール権限を持つユーザーが注釈を編集できるように指定します。

注釈コンテキストの編集
注釈の作成時に「コンテキストの変更を有効にする」を選択して、変更
またはフル・コントロール権限を持つユーザーが注釈コンテキストを編
集できるように指定します。

注釈印刷プリファレンスの設定
レポートの注釈の印刷方法を定義します。

注釈権限の設定
注釈の作成者は、選択したユーザー、グループまたは役割にアクセス制
御と権限のオプションを適用できます。

注釈について
Oracle Hyperion Financial Reporting レポートで使用される注釈では、ドキュメントと
データについて共有できる情報が取得されます。

簡単なメモから完全なスレッド化されたディスカッションに至るまで広範な柔軟性を
備え、コラボレーション、コンプライアンス・レポートの作成およびビジネス・プロ
セスの分析のための基盤を築きます。許可されたユーザーは、注釈の作成、編集、除
去および注釈への応答が可能です。注釈はレポート・オブジェクト(グリッド・オブジ
ェクト、テキスト・オブジェクト、チャート・オブジェクトおよびイメージ・オブジ
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ェクト)に添付したり、全部または一部の POV を参照したりできます。ブックとスナ
ップショット・ブックでは、レポートに含まれる注釈を選択して表示できます。

注釈の要素

注釈にはヘッダーと本文があります。

• 注釈ヘッダー - 件名、作成日、作成者、カテゴリなどの注釈の概要。注釈ごとに 1
つのサマリー見出しがあります。

• 本文 - テキストは、太字、斜体、下線、色、左揃え、右揃え、中央揃え、両端揃
え、インデント、ぶら下げインデントが設定された箇条書きなどを適用するよう
にフォーマットできます。

注釈を使用する際の考慮事項

注釈を作成する際には、いくつかの注意事項があります。

• 注釈の作成者は、アクセス制御と権限のオプションをグループやユーザーに適用
できます。

• 注釈は、単一値、行や列または行や列の範囲に追加できます。

• 注釈は、レポートのヘッダーまたはフッターのオブジェクトには適用できません。

• スナップショット・レポート内の注釈(目のアイコンで示される)およびスナップシ
ョット・ブックやバッチ内の注釈は、読取り専用権限に制限されています。

• 1 つの注釈に複数の添付ファイルを使用したり、URL の参照を使用したりできま
す。アイコンにマウスを置くと、添付ファイルが表示されます。

• 注釈を含むレポートを削除するときに、警告アイコンが表示されます。

• 設計者は、テキスト・セルやテキスト・オブジェクトをレポートに追加したり、
グリッド内の特定の注釈または注釈要素を参照する注釈機能を適用したりできま
す。これは、Oracle Hyperion Financial Reporting Studio を通して行われます。
Oracle Hyperion Financial Reporting Studio ユーザー・ガイドを参照してください

• 注釈マネージャでは、管理者は環境全体の注釈の検索と注釈へのアクセス、注釈
に関連付けられたコンテキストの変更、メタデータなどのプロパティの変更、シ
ステムからの注釈の除去を行えます。

注釈の作成
注釈は、レポート、テキスト、チャート、イメージ、およびグリッド(式のセルを含む)
の各オブジェクトに添付でき、全 POV または部分 POV を参照できます。

注釈を作成するには:

1. エクスプローラ・リポジトリでレポートを右クリックし、「ファイル形式を指定し
て開く」、「HTML プレビュー」の順に選択します。

2. HTML プレビューが表示された状態で「表示」、「注釈の表示」の順に選択します。

3.「新規注釈」をクリックします。

4.「新規注釈」ダイアログ・ボックスで、次のタブに注釈に関する情報を入力します。

• 注釈

a. 注釈の「タイトル」および「説明」を入力します。

注釈の作成
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箇条書き、番号付け、インデント、色、位置揃え、元に戻す、およびやり
直しを指定して、説明テキストをフォーマットできます。

b. カテゴリを定義するオプションを選択します。

c. 適切な権限を持つユーザーに注釈の編集を許可するには、「編集を有効にす
る」を選択します。

注釈の作成時に「編集を有効にする」が選択されている場合、ユーザーは
その注釈に返答できません。注釈の編集を参照してください。

d. 適切な権限を持つユーザーに注釈コンテキストの変更を許可するには、「コ
ンテキストの変更を有効にする」を選択します。

• コンテキスト

オブジェクトを選択し、注釈に含めるディメンションを選択します。ディメン
ションのメンバーを選択するには、ディメンション名をクリックします。

オブジェクト情報としては、データ・ソースまたはレポート上の任意のオブジ
ェクトが指定可能です。例:

– データ・ソース - 注釈は、指定されたデータ・ソースを使用して任意の
Financial Reporting レポートに添付されます。

– グリッド, データ・ソース - 注釈は、指定されたグリッドおよびデータ・ソ
ースに添付されます。

– テキスト、チャートまたはグリッド - 注釈は、オブジェクトにディメンシ
ョンがない、指定されたオブジェクトに添付されます。

• 添付ファイル

添付ファイルを注釈にリンクします。「ファイル」アイコンをクリックしてコン
ピュータ上のドキュメントを添付するか、「レポート」アイコンをクリックして
リポジトリからドキュメントを添付するか、「URL」アイコンをクリックして
Web サイトへのリンクを選択します。

5.「OK」をクリックします。

レポートに注釈アイコンが表示されます。

注釈の表示および非表示
注釈オプションを表示または非表示にします。

1. エクスプローラ・リポジトリでレポートを右クリックし、「ファイル形式を指定し
て開く」、「HTML プレビュー」の順に選択します。

2. HTML プレビューが表示された状態で「表示」を選択し、「注釈の表示」または「注
釈の非表示」を選択します。

式のセルでの注釈の動作
レポート・ビューアで式のセルを右クリックし、注釈を作成します。

注釈のコンテキストには、その式の行と列に出現するディメンションを除くすべての
ディメンションが含まれます。コンテキストには、式の行と列に出現するディメンシ
ョンではなく「Row X」または「Column Y」(あるいはその両方)が含まれます(「Row

注釈の表示および非表示
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3」、「Row 14」、「Column C」、「Column AF」など)。例:

• 値が 80.50 のセルに注釈を付ける場合、コンテキストは、Measures/Market/
Scenario/Column C になります。

• 値が 47.50 のセルに注釈を付ける場合、コンテキストは、Measures/Year/100-10/
Row 3 になります。

• 値が 292.25 のセルに注釈を付ける場合、コンテキストは、Measures/Row 3/
Column C になります。

「注釈」パネル内の表示では、コンテキストの表示値として、「Row X」または「Column
Y」ではなく、式の行および列の見出しが表示されます。例:

• 値が 80.50 のセルに注釈を付ける場合、コンテキストは、Measures, Market,
Scenario, Total Column になります。

• 値が 47.50 のセルに注釈を付ける場合、コンテキストは、Measures, Year, 100-10,
Total Row になります

• 値が 292.25 のセルに注釈を付ける場合、コンテキストは、Measures, Total Row,
Total Column になります

ノート:   

この場合も、注釈のコンテキストには「Row X」および「Column Y」が使用
されます。見出しの値を表示するのみの、注釈の単なる表示値です。これは、
グリッドにメンバーの別名が表示されている場合、コンテキストの表示値には
メンバーの別名が表示されるという、メンバー名の処理と一貫しています。

考慮事項:

• セルを右クリックすると、注釈のコンテキストに式の行または列のみを含めるこ
とができます。

• 「新規注釈」ダイアログ・ボックスのメンバー選択からは、式の行または列にナビ
ゲートできません。

式のセルでの注釈の動作
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• 「Row」および「Column」というテキストは英語のままで、キーワードのように
使用されます。これらはローカライズされません。

注釈要約の表示
初期サマリー注釈テキストを表示するには、注釈アイコンを右クリックします。

バブル内では、アイコンをクリックして添付、注釈の返答、または適用可能ならば注
釈の詳細を表示できます。

注釈詳細の表示
注釈詳細を注釈リスト・パネルで表示します(この注釈詳細には返答および添付ファイ
ルが含まれる場合があります)。

各注釈には次の情報が表示されます。

• ステータス - 目アイコンは表示権限を示し、感嘆符アイコンは注釈がリポジトリ内
のオブジェクトに関連付けられていないことを示し、"空白"は注釈の表示および注
釈への返答が可能であることを示します。

• タイトル - 注釈のタイトル

• 作成者 - 注釈の作成者

• 説明 - 注釈の説明

• 転記済 - 注釈の作成日

• ソース - レポートで使用しているデータベース

• コンテキスト - 注釈に関連付けられたオブジェクト。オブジェクトがグリッドの
場合、ディメンションとメンバーが表示されます。オブジェクトがイメージ、テ
キストまたはチャートの場合、レポートのパスとオブジェクト ID が表示されま
す。

• カテゴリ - 注釈の性質を記述する事前定義カテゴリ。

注釈の詳細を表示するには、次のいずれかを行います:

• 注釈アイコンをクリックし、「詳細の表示」をクリックします。

• 画面下部の注釈リスト・パネルで、パネルの表示をクリックします。

注釈の編集
注釈の作成時に「編集を有効にする」を選択して、変更またはフル・コントロール権
限を持つユーザーが注釈を編集できるように指定します。

このオプションが選択されていない場合、注釈は編集できません。注釈が作成された
ら、この設定は変更できません。

ノート:   

注釈に「編集を有効にする」が選択されている場合、ユーザーはその注釈に返
答できません。

ユーザーが注釈を編集できる場合は、変更可能です。

• タイトル

注釈要約の表示
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• 説明

• カテゴリ

• 添付ファイル

注釈を編集するには:

1. 注釈リスト・パネルおよび「HTML プレビュー」画面の下部に注釈が表示された状
態で、次のいずれかを行います:

• 注釈をダブルクリックします。

• 注釈をダブルクリックして「編集」を選択します。

• 注釈を選択し、注釈ツールバーで「編集」アイコンをクリックします。

• オブジェクトの注釈バブルから注釈を選択し、「編集」を選択します。

2.「注釈」ダイアログ・ボックスで注釈に関連付けられているタイトル、説明、カテ
ゴリまたは添付ファイルを変更します。

3.「OK」をクリックして、変更を保存します。

注釈コンテキストの編集
注釈の作成時に「コンテキストの変更を有効にする」を選択して、変更またはフル・
コントロール権限を持つユーザーが注釈コンテキストを編集できるように指定しま
す。

このオプションが選択されていない場合、注釈コンテキストは編集できません。注釈
が保存されたら、この設定は変更できません。

ノート:   

編集オプションは、レポートの表示時にのみ使用できます。この機能は、「ナ
ビゲート」、「管理」、「注釈」の順に選択してアクセスした「注釈の参照」タブ
では使用できません。「注釈の参照」タブで注釈を操作する場合、「ソースの変
更」オプションを使用してコンテキストを変更できます。

注釈コンテキストを編集するには:

1. 注釈をダブルクリックして「編集」を選択します。

2.「コンテキスト」タブで次のいずれか、あるいは両方とも行います。

• ディメンションを選択またはクリアします。

• 1 つ以上のディメンションのメンバー選択を変更します。

3.「OK」をクリックします。

注釈印刷プリファレンスの設定
レポートの注釈の印刷方法を定義します。

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ファイル」、「プリファレンス」、「Financial
Reporting」の順に選択します。

注釈コンテキストの編集
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2.「全般」タブで、「注釈の印刷の詳細」をクリックします。

3.「注釈印刷のプリファレンス」ダイアログ・ボックスで、次のいずれかを行います:

• システム定義の脚注を作成するには、「詳細」を選択し、「脚注の詳細を使用」
でオプションを選択します。汎用フォーマットが適用され、システム定義のサ
イズとフォントが使用されます

• レポートのテキスト・オブジェクトの脚注機能を使用して注釈を印刷するには、
「テキスト・オブジェクト」を選択し、「脚注のテキスト・オブジェクトを使用」
で「選択」をクリックします。脚注機能は、レポート設計者が作成します。こ
のオプションは、注釈のフォーマットおよび印刷に関してより柔軟性に富んで
います。たとえば、脚注機能を指定して見出しとコンテンツに異なるサイズ、
フォント、および色を適用したグリッド注釈のみを印刷できます

4.「OK」をクリックします。

注釈権限の設定
注釈の作成者は、選択したユーザー、グループまたは役割にアクセス制御と権限のオ
プションを適用できます。

アクセス・コントロールは、トップ・レベルの注釈(ルート)および以降のすべての返答
に適用されます。権限オプションは、ユーザーの注釈に対するアクセスの種類を定義
します。アクセスを持つ注釈の表示を整理してコントロールできます。

次の権限オプションがあります:

• アクセス権なし - ユーザーは注釈を表示できません。

• 表示 - ユーザーはすべての注釈を表示できますが、注釈の作成または返答はできま
せん。

• 変更 - ユーザーは注釈の作成および返答はできますが、削除はできません。

• フル・コントロール - ユーザーは、リポジトリ・オブジェクトの作成、返答、およ
び関連する管理機能を行うことができます。

注釈の権限を設定するには:

1. 注釈をクリックし、「詳細の表示」をクリックして注釈リスト・パネルに注釈を表
示します。

2. 注釈リスト・パネルで、アクセス権を設定する注釈をハイライトし、「権限」をク
リックします。

3.「権限」ダイアログ・ボックスで、権限を適用するユーザー、グループまたは役割
をハイライトし、右向き矢印をクリックして「選択したユーザー、グループ、役
割」パネルに移動します。

4.「アクセス」リストから権限を選択し、「OK」をクリックします。

注釈権限の設定
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注釈権限の設定
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7
注釈マネージャの使用

次も参照:

注釈の検索
エクスプローラ・リポジトリで注釈マネージャにアクセスし、これを使
用して注釈を検索します。

注釈と関連付けられたレポートの表示
1 つ以上の注釈に関連付けられているレポートとその添付ファイルを表
示します。注釈のサマリー行は、レポートの各注釈に表示されます。

注釈への返答
Oracle Hyperion Financial Reporting レポートの注釈バブルまたは注釈
リスト・パネルから注釈に返答します。

注釈の削除
注釈を削除するには、注釈作成者であるか、管理者であるか、「フル・コ
ントロール」役割権限を持っている必要があります。

注釈に対するソースの変更
注釈マネージャを使用して注釈に対するソースを変更します。

セル・テキスト、プランニング・ユニットの注釈、およびドキュメントの添付フ
ァイルを注釈として表示

セル・テキストを注釈として表示オプションを使用して表示されるエク
スプローラ・リポジトリの注釈は、表示専用です。

注釈コンテキスト要素の変更
特定のデータ・ソースに関連付けられた注釈に対してディメンションま
たはディメンション・メンバーの値を変更します。

注釈の監査
作成日や最終変更日などの注釈に関する情報は、一般的な監査およびコ
ンプライアンス・レポートには不可欠です。

注釈の検索
エクスプローラ・リポジトリで注釈マネージャにアクセスし、これを使用して注釈を
検索します。

注釈を検索するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ツール」、「注釈マネージャ」の順に選択します。

2.「検索」で、検索方法を選択します:

• すべて - タイトル、作成者、カテゴリ、説明またはコンテキスト内のテキスト
に基づいた検索。大文字小文字を区別しないテキスト、後端アスタリスクおよ
びワイルドカード文字列を使用できます。

• タイトル - タイトル内のテキストに基づいた検索。大文字小文字を区別しない
テキスト、後端アスタリスク、およびワイルドカード文字列を使用できます。
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• 作成者 - 作成者内のテキストに基づいた検索。

• カテゴリ - カテゴリに基づいた検索。

• 説明 - 説明内のテキストに基づいた検索。大文字小文字を区別しないテキス
ト、後端アスタリスク、およびワイルドカード文字列を使用できます。

• コンテキスト - コンテキストに基づいた検索。検索には、「コンテキスト検索」
ダイアログ・ボックスが表示されます。ここでは、データ・ソース、要素名、
およびオプションで、要素値に基づいて検索を定義できます。

既存の注釈に対してデータ・ソースが表示されます。Oracle Hyperion
Financial Reporting データ・ソースは注釈がレポートに付けられていることを
示します。注釈がオブジェクトに設定されている場合、Financial Reporting デ
ータ・ソースが表示されます。Oracle Hyperion Planning データ・ソースは注
釈がグリッド・データ・ソースに付けられていることを示します。複数の要素
値を指定するには、カンマ(,)で各値を分けます。1 つの値のみが満たされてい
る必要があります。

• 詳細検索 - タイトル、作成者、説明、転記日付範囲、カテゴリまたはコンテキ
ストの組合せに基づいて、検索を定義します。

3. 注釈のコンテンツを表示するには注釈をクリックします。

コンテキスト検索

コンテキスト検索で検索を定義するには:

1.「データ・ソース」で、データ・ソースを選択します。

既存の注釈に対してデータ・ソースが表示されます。注釈がレポート・オブジェク
トに設定されているとき frデータ・ソースが表示されます。frにデータ・ソース
が続くときは、レポートのデータ・ソースに設定されている注釈を示します。

2.「要素名」で、要素を選択します。

選択した要素はリストから削除され、再選択できません。

3.「要素値」で、その値を指定します。

複数の値を指定するには、カンマ(,)で各値を分けます。複数の値の 1 つのみが満た
されている必要があります。

4.「検索」をクリックして、結果を表示します。

詳細検索

詳細検索を使用するには:

1.「検索」で、「詳細検索」を選択します。

2.「詳細検索」に検索条件を入力します。

• タイトル - 注釈のタイトル

• 作成者 - 注釈の作成者

• 説明 - 注釈の説明

• 日付範囲の転記: 開始/終了 - 注釈の開始日と終了日。「開始」および「終了」ド
ロップダウンでカレンダ検索選択ができます。

注釈の検索
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• カテゴリ - 注釈に関連付けられたトピックまたは件名

• コンテキスト - 「コンテキスト検索」を使用して、データ・ソース、要素名お
よび要素値を選択します。「検索」をクリックして、「コンテキスト検索」ダイ
アログ・ボックスを表示します。

注釈と関連付けられたレポートの表示
1 つ以上の注釈に関連付けられているレポートとその添付ファイルを表示します。注
釈のサマリー行は、レポートの各注釈に表示されます。

注釈に関連付けられたレポートを表示するには:

1.「注釈マネージャ」を開き、注釈を検索します。

2. 注釈を右クリックして、「レポート/ドキュメントの表示」を選択します。

3. エラーが発生した場合、レポートのデータ・ソースが変更されているかどうかを確
認します。

レポートの注釈アイコンは、注釈の参照の場所を示します。目のアイコンは、読取り
専用のレポート/ドキュメントと関連付けられて注釈に対して表示されます。

ノート:   

レポートを表示しようとする際にエラーが発生した場合、レポートのデータ・
ソースが変更された可能性があります。注釈に対してデータ・ソースを一致さ
せる必要があります。

ノート:   

「名前変更」メニュー・オプションを使用してエクスプローラ・リポジトリで
レポート名が変更された場合、どのオブジェクトレベルの注釈も名前変更され
たレポートに関連付けられたままになります。ただし、Oracle Hyperion
Financial Reporting Studio の「名前を付けて保存...」オプションを使用してそ
の名前が変更された場合は、複製されたレポートおよび元のレポートのどのオ
ブジェクトレベルの注釈も、新しい名前のレポートにはコピーされません。

注釈への返答
Oracle Hyperion Financial Reporting レポートの注釈バブルまたは注釈リスト・パネル
から注釈に返答します。

ユーザーが注釈に返答するには、「変更」または「フル・コントロール」権限が必要で
す。返答時には、カテゴリを変更したり、Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Workspace ドキュメント、コンピュータ上のローカル・ドキュメント、
URL などの添付ファイルを追加できます。

注釈に返答するには:

1. 注釈を含むレポートで次のいずれかを行います。

• 注釈アイコンをクリックし、「返答」をクリックします。

• 画面下部の注釈リスト・パネルで、「表示」、「返答」の順にクリックします。

2.「OK」をクリックします。

注釈と関連付けられたレポートの表示
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ノート:   

注釈の作成時に「編集を有効にする」が選択されている場合、ユーザーはその
注釈に返答できません。注釈に返答するとき、「注釈」タブおよび「添付ファ
イル」タブが使用可能です。注釈の作成を参照してください。

注釈の削除
注釈を削除するには、注釈作成者であるか、管理者であるか、「フル・コントロール」
役割権限を持っている必要があります。

注釈を削除するには:

1. 次のいずれかを行います:

• 注釈アイコンをクリックし、「詳細の表示」をクリックします。

• 画面下部の注釈リスト・パネルで、「表示」をクリックします。

2. 注釈をハイライトし、「削除」をクリックします。

注釈に対するソースの変更
注釈マネージャを使用して注釈に対するソースを変更します。

注釈ソースを変更するには:

1.「注釈マネージャ」を開き、注釈を検索します。

2. 注釈を右クリックして、「ソースの変更」を選択します。

3. 目的のソース・オプションを変更します。

• タイプ

• サーバー

• アプリケーション

• データベース

「タイプ」は常に「Planning」です。レポートをテスト環境から本番環境に移動す
る場合以外、「サーバー」および「アプリケーション」はそのままにします。「デー
タベース」は各種プラン・タイプを表します。

4. データ・ソース条件を満たすすべての注釈にソース変更を適用するには、「すべて
の注釈に適用」を選択します。また、強調表示した注釈にのみ要素変更を適用する
には「すべての注釈に適用」を選択解除します。

強調表示した注釈にのみソース変更を適用するには、チェック・ボックスを選択解
除します。

5.「OK」をクリックします

確認メッセージに変更済ドキュメントの数が表示されます。変更済のドキュメン
トはリストで強調表示されます。

注釈の削除
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セル・テキスト、プランニング・ユニットの注釈、およびドキュ
メントの添付ファイルを注釈として表示

セル・テキストを注釈として表示オプションを使用して表示されるエクスプローラ・
リポジトリの注釈は、表示専用です。

ノート:   

これは、エクスプローラ・リポジトリで作成された Oracle Hyperion Financial
Reporting 注釈のみを参照します。

注釈コンテキスト要素の変更
特定のデータ・ソースに関連付けられた注釈に対してディメンションまたはディメン
ション・メンバーの値を変更します。

注釈に対するコンテキスト要素を変更するには:

1.「注釈マネージャ」を開き、注釈を検索します。

2. 注釈を右クリックして、「要素の変更」を選択します。

「要素の変更」ダイアログ・ボックスは、現在のデータ・ソースで表示されます。

3.「要素の変更」ダイアログ・ボックスでは:

• データ・ソースを選択します。

• オプションを選択します:

– 要素の変更 - ディメンションを変更します。「置換」でディメンションを選
択し、「置換後の文字列」で新規ディメンションを入力します。

– 要素値の変更対象 - ディメンションおよびメンバーを変更します。「置換」
でディメンションを選択し、「置換後の文字列」でメンバーを入力します。

• データ・ソース条件を満たすすべての注釈に要素変更を適用するには、「すべて
の注釈に適用」を選択します。また、強調表示した注釈にのみ要素変更を適用
するには「すべての注釈に適用」を選択解除します。

4.「OK」をクリックします。

確認メッセージで新規要素に変更された注釈の数が表示されます。変更済のドキ
ュメントはリストで強調表示されます。

注釈の監査
作成日や最終変更日などの注釈に関する情報は、一般的な監査およびコンプライアン
ス・レポートには不可欠です。

Financial Reporting レポートに関連する注釈の注釈情報は、Oracle Hyperion Financial
Reporting サーバー上で AnnotationAudit.logファイルに記録されます。このフ
ァイルには、注釈ごとに次が含まれます:

• 実行されたアクション: 作成、応答または削除された注釈

• 注釈のタイトル

セル・テキスト、プランニング・ユニットの注釈、およびドキュメントの添付ファイルを注釈として表示
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• 注釈に関連するデータ・ソース

• 注釈のコンテキスト

• 注釈を追加、変更または削除したユーザーのユーザー ID

• 注釈が作成、変更または削除された日時

• 注釈に関連するレポートの名前およびパス

• 注釈に関連するオブジェクト・タイプ(グリッド、チャート、イメージ、テキスト・
ボックス)

Financial Reporting の AnnotationAudit.logファイルは、
MIDDLEWARE_HOME/user_projects/domains/EPMSystem/servers/
FinancialReporting0/logsにあります。

ノート:   

注釈権限の変更は記録されません。

注釈の監査
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8
コマンド・ライン・スケジューラ

次も参照:

コマンド・ライン・スケジューラ・インタフェースについて
コマンド・ライン・スケジューラ・インタフェースを使用すると、コマ
ンド・ラインから Oracle Hyperion Financial Reporting のバッチ入力フ
ァイルを起動できます。

バッチ入力ファイルの作成
バッチ入力ファイルでは、スケジュールを設定するバッチのオプション
(スケジュールを設定するバッチ名、出力先、電子メール通知情報、POV
設定など)を指定します。

コマンド・ラインからのバッチの起動
financialreporting\binディレクトリの ScheduleBatch.cmdコ
マンド・ファイルを使用して、Oracle Hyperion Financial Reporting スケ
ジューラ・サーバーに対し、バッチ入力ファイルに指定されたバッチを
起動します。

外部スケジューラを使用したバッチのスケジュール
外部スケジューラから定期的にバッチを起動できます。それには、コマ
ンド・ファイルを設定して、外部スケジューラから呼び出します。

パスワードのエンコード
バッチ入力ファイルをエクスポートした場合、ユーザー名とパスワード
は存在しません。

属性の変更
通常のバッチ入力ファイルには、変更する属性はほとんどありません。
ほとんどの属性は、スケジュールしたバッチに基づいて適切に設定され
ています。

バッチ入力ファイルの XML タグ・リファレンス
バッチ入力ファイルで XML タグを使用します。

コマンド・ライン・スケジューラ・インタフェースについて
コマンド・ライン・スケジューラ・インタフェースを使用すると、コマンド・ライン
から Oracle Hyperion Financial Reporting のバッチ入力ファイルを起動できます。

外部スケジューラを使用したバッチ入力ファイルの起動プロセスを自動化したり、集
計の完了などの外部イベントが発生した後にバッチ入力ファイルを起動できます。

バッチ入力ファイルの作成
バッチ入力ファイルでは、スケジュールを設定するバッチのオプション(スケジュール
を設定するバッチ名、出力先、電子メール通知情報、POV 設定など)を指定します。

バッチ入力ファイルを作成するには:
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1. 「バッチ・スケジューラ」ダイアログ・ボックスで前にスケジュールしたバッチを
右クリックし、「コマンド・ラインでのスケジュール用にエクスポート」を選択し
ます。

2. mybatch.xmlを開きます。ここで、mybatchは、バッチ入力ファイルの名前で
す。

3. 必要に応じてタグ内の値を編集し、このファイルを修正します。

よく使用する属性については、属性の変更を参照してください。

コマンド・ラインからのバッチの起動
financialreporting\binディレクトリの ScheduleBatch.cmdコマンド・ファ
イルを使用して、Oracle Hyperion Financial Reporting スケジューラ・サーバーに対
し、バッチ入力ファイルに指定されたバッチを起動します。

コマンド・ライン・プロンプトからバッチを起動するには:

1. financialreporting\binディレクトリに移動します。

2. バッチ入力ファイルの完全修飾名と、バッチをスケジュールするスケジューラ・
サーバーのコンピュータ名または IP アドレスを指定してコマンドを入力します。

例:

ScheduleBatch c:\DailyReports\MyBatch.xml MySchedulerServer

ここで、MyBatch.xmlはバッチ入力ファイルの名前で、MySchedulerServer
は、スケジューラ・サーバー(通常、レポート・サーバーと同じコンピュータにあ
ります)の名前または IP アドレスです。

これにより、指定したスケジューラ・サーバーでバッチがすぐに実行されます。

外部スケジューラを使用したバッチのスケジュール
外部スケジューラから定期的にバッチを起動できます。それには、コマンド・ファイ
ルを設定して、外部スケジューラから呼び出します。

たとえば、次のラインを含んでいる NightlyBatch.cmdファイルを準備します。

call ScheduleBatch MgtSummaryBatch.xml hr_Server

call ScheduleBatch MgtDetailBatch.xml hr_Server

パスワードのエンコード
バッチ入力ファイルをエクスポートした場合、ユーザー名とパスワードは存在しませ
ん。

バッチ入力ファイルにユーザー ID またはデータ・ソース ID を指定するには、次のフ
ァイルを使用してエンコードされたパスワードを作成します。

• Windows—EncodePassword.cmd

• UNIX—EncodePassword

パスワードをエンコードするには:

1. バッチ入力ファイルを開いて、データ・ソース・パスワードやユーザー ID パスワ
ードを変更します。

2. コマンド・ラインから EncodePassword.cmdファイルを実行します。

コマンド・ラインからのバッチの起動
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3. EncodePassword Passwordと入力します。ここで、Passwordは、使用する
新パスワードです。

4. エンコード済パスワードを、バッチ入力ファイルに入れます。

属性の変更
通常のバッチ入力ファイルには、変更する属性はほとんどありません。ほとんどの属
性は、スケジュールしたバッチに基づいて適切に設定されています。

次の表に、関連 XML タグのために変更する可能性がある属性を示します。

表 8-1 よく使用する属性

カテゴリ 属性 説明

全般 AUTHOR バッチ・スケジューラの「ユーザー ID」列
に表示されます。バッチで生成する XML
ファイルのコメントや名前を入れるのに便
利です。

電子メール ATTACH_RESULTS 生成された PDF または HTML ファイルを
電子メールに添付する場合は「Yes」、添付
しない場合は「No」に指定します。

FAILURE_R
ECIPIENTS

スケジュール・バッチが失敗した
場合の電子メールの受信者。

FAILURE_S
UBJECT

スケジュール・バッチが失敗した
場合のテキスト。

RECIPIENT
S

カンマで区切られた、受信者の電
子メール・アドレスのリスト。

SENDER 送信者の電子メール・アドレス。

SUBJECT 電子メールの件名。

資格証明 DS_PASSWD データ・ソースの暗号化されたパスワード。
既存のバッチで指定するか、コマンド・ラ
イン・ユーティリティで生成します。

DS_USER_
NAME

バッチ内のレポートやブックを
実行するために使用される資格
証明を持つデータ・ソース・ユー
ザー。

HR_PASSW
D

暗号化された Oracle Hyperion
Financial Reporting ユーザーの
パスワード。既存のバッチで指
定するか、コマンド・ライン・ユ
ーティリティで生成します。

HR_USER_
NAME

バッチ内のレポートやブックを
実行するための資格証明を持つ
Financial Reporting ユーザー。

HTML 出力
と PDF 出
力

HTML VALUE バッチを HTML に出力する場合は「Yes」、
HTML に出力しない場合は「No」に指定し
ます。

PDF
VALUE

PDF VALUE バッチを PDF に出力する場合は「Yes」、
PDF に出力しない場合は「No」に指定しま
す。

属性の変更
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表 8-1 (続き) よく使用する属性

カテゴリ 属性 説明

HTML
EXPORT_HTML_FOLDER_LABE
L

HTML (値=Yes)としてエクスポートする場
合は、外部ディレクトリのパスとフォルダ。

PDF
EXPORT_HTML_FOLDER_LABE
L

PDF (値=Yes)としてエクスポートする場合
は、外部ディレクトリのパスとフォルダ。

スナップシ
ョット出力

SAVE_AS_SNAPSHOT VALUE スナップショット出力をリポジトリに保存
する場合は「Yes」、保存しない場合は「No」
に指定します。

SAVE_NA
ME

スナップショットが保管される
フォルダ名。これは、
ReportStore:\\の形式で指定
します。SAVE_NAME = ""の場
合、スナップショット出力は元の
オブジェクトとして同じフォル
ダに保存されます。

USER_NA
MES

スナップショット出力にアクセ
スできる Financial Reporting ユ
ーザー名。カンマで区切って指
定します。

GROUP_N
AMES

スナップショット出力にアクセ
スできる Financial Reporting グ
ループ名。カンマで区切って指
定します。Everyone というシス
テム定義の特別なグループには、
Financial Reporting ユーザーが
すべて含まれ、このグループを指
定すると、すべてのユーザーがス
ナップショット出力にアクセス
できます。

印刷出力 PRINT NAME PRINT VALUE属性を「Yes」に設定した場
合のプリンタ名。

注意: スケジューラ・サーバーでプリンタを
使用できることが必要です。

PRINT
VALUE

PRINT VALUE バッチ出力を印刷する場合は「Yes」、印刷
しない場合は「No」に指定します。

バッチ入力ファイルの XML タグ・リファレンス
バッチ入力ファイルで XML タグを使用します。

次も参照:

BATCH_JOB_OBJECT - ノード・タグ

RUN_OPTIONS - 子ノード・タグ

NOTIFICATION/EMAIL - 子ノード・タグ

JOB_STATUS - 子ノード・タグ

JOB_OBJECT - 子ノード・タグ

バッチ入力ファイルの XML タグ・リファレンス
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DATA_SOURCE_USER_CREDENTIALS - 子ノード・タグ

HR_USER_CREDENTIALS - 子ノード・タグ

OUTPUT_OPTIONS - 子ノード・タグ

CHILD NODE - HTML

CHILD NODE - PDF

CHILD NODE - SAVE_AS_SNAPSHOT

CHILD NODE - PRINT

USER_POV - 子ノード

BATCH_JOB_OBJECT - ノード・タグ

表 8-2 BATCH_JOB_OBJECT - ノード・タグ属性

属性 説明

AUTHOR バッチ・スケジューラの「ユーザー ID」列に表示されます。バッチで生成
する XML ファイルのコメントや名前を入れるのに便利です。

BATCH_JOB_I
D

バッチに割り当てられた任意の番号

BATCH_
NAME

バッチの名前。例: ReportStore:\\SchdApi\Batches\TestBatch3。

REPORT_SERV
ER_NAME

バッチのあるレポート・サーバーの名前

UNSAVED_BA
TCH

この属性の値。「No」に設定する必要があります。

RUN_OPTIONS - 子ノード・タグ

表 8-3 RUN_OPTIONS - 子ノード・タグ属性

属性 説明

FREQUENCY この属性の値は「1」である必要があります。

RUN_IMMEDIATELY この属性の値は「Yes」である必要があります。

NOTIFICATION/EMAIL - 子ノード・タグ

表 8-4 NOTIFICATION/EMAIL - 子ノード・タグ属性

属性 説明

ATTACH_RESU
LTS

生成された PDF または HTML ファイルを電子メールに添付する場合は
「Yes」、添付しない場合は「No」に指定します

RECIPIENTS カンマで区切られた、受信者の電子メール・アドレスのリスト

SENDER 送信者の電子メール・アドレス

SUBJECT 電子メールの件名

バッチ入力ファイルの XML タグ・リファレンス
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JOB_STATUS - 子ノード・タグ

次の例で示すように、この属性をコピーします。

JOB_STATUS CURRENT_STATUS="Pending"

JOB_OBJECT - 子ノード・タグ

表 8-5 JOB_OBJECT - 子ノード・タグ属性

属性 説明

OBJECT_ID 空白のままにしておきます。

DATA_SOURCE_USER_CREDENTIALS - 子ノード・タグ

表 8-6 DATA_SOURCE_USER_CREDENTIALS - 子ノード・タグ属性

属性 説明

DS_PASSWD データ・ソースの暗号化されたパスワード。既存のバッチで指定する
か、コマンド・ライン・ユーティリティで生成します

DS_USER_NAME バッチ内のレポートやブックを実行するために使用される資格証明を
持つデータ・ソース・ユーザー

HR_USER_CREDENTIALS - 子ノード・タグ

表 8-7 HR_USER_CREDENTIALS - 子ノード・タグ属性

属性 説明

HR_PASSWD 暗号化された Oracle Hyperion Financial Reporting ユーザーのパスワ
ード。既存のバッチで指定するか、コマンド・ライン・ユーティリティ
で生成します。

HR_USER_NAME バッチ内のレポートやブックを実行するための資格証明を持つ
Financial Reporting ユーザー。

OUTPUT_OPTIONS - 子ノード・タグ

この XML タグを使用すると、バッチ出力のフォーマットを選択できます。

CHILD NODE - HTML

表 8-8 CHILD NODE - HTML 属性

属性 説明

HTML VALUE バッチを HTML に出力する場合は「Yes」、HTML に出力しない
場合は「No」に指定します。

バッチ入力ファイルの XML タグ・リファレンス
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CHILD NODE - PDF

表 8-9 CHILD NODE - PDF 属性

属性 説明

PDF VALUE バッチを PDF に出力する場合は「Yes」、PDF に出力しない場合は
「No」に指定します。

CHILD NODE - SAVE_AS_SNAPSHOT

表 8-10 CHILD NODE - SAVE_AS_SNAPSHOT 属性

属性 説明

SAVE_AS_SNAPSHOT
VALUE

スナップショット出力をリポジトリに保存する場合は「Yes」、保
存しない場合は「No」に指定します。

SAVE_NAME スナップショットが保管されるフォルダ名。これは、
ReportStore:\\の形式で指定します。SAVE_NAME = ""の場
合、スナップショット出力は元のオブジェクトとして同じフォル
ダに保存されます。

USER_NAMES スナップショット出力にアクセスできる Oracle Hyperion
Financial Reporting ユーザー。カンマで区切って指定します。

GROUP_NAMES スナップショット出力にアクセスできる Financial Reporting グル
ープ。カンマで区切って指定します。Everyone というシステム
定義の特別なグループには、Financial Reporting ユーザーがすべ
て含まれ、このグループを指定すると、すべてのユーザーがスナ
ップショット出力にアクセスできます。

SUBJECT_TOKENS 空白にするか、テキスト・ファイルから除去できます。

注意: USER_NAMESまたは GROUP_NAMESを使用した場合は、こ
の属性は無視されます。

CHILD NODE - PRINT

表 8-11 CHILD NODE - PRINT 属性

属性 説明

PRINT NAME PRINT VALUE 属性を「Yes」に設定した場合のプリンタ名

注意: スケジューラ・サーバーでプリンタを使用できることを確認してく
ださい。

PRINT VALUE バッチ出力を印刷する場合は「Yes」、印刷しない場合は「No」に指定し
ます。

USER_POV - 子ノード

このノードは、オプションです。ここでユーザーの POV を指定しないと、テキスト・
ファイルで指定したデータ・ソース・ユーザーの USER POV が使用されます。

ノート:   これは Planning パワー・ユーザーのみが変更できます。部分的な
USER POV を指定することはできません。

バッチ入力ファイルの XML タグ・リファレンス
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ノート:   XML ファイルの USER_POVセクションにある HIDDEN="0'は、POV
にあるディメンションを表します。従って、XML ファイルで設定される候補
または値になります。この例で変更される値は「_」です。

バッチ入力ファイルの XML タグ・リファレンス
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9
モバイル・デバイスからの Financial

Reporting へのアクセス

次も参照:

モバイル・デバイスから Financial Reporting へのアクセスの概要
モバイル・デバイスから Oracle Hyperion Financial Reporting レポート
の表示、起動、および操作を行うことができます。

レポートとブックの表示
ブック全体またはブック内の個々のレポートを表示します。

レポートとブックの操作
ユーザー POV の変更、プロンプトへの応答、展開機能および関連コンテ
ンツの使用に対応します。

モバイル・デバイスから Financial Reporting へのアクセスの概要
モバイル・デバイスから Oracle Hyperion Financial Reporting レポートの表示、起動、
および操作を行うことができます。

サポートされるモバイル・プラットフォームのリストは、Oracle Enterprise Performance
Management System の動作保証マトリックスを参照してください。

モバイル・デバイスから Financial Reporting へアクセスするには:

1. 新しいブラウザ・ページを開きます。

2. 次のいずれかの URL を入力します:

http://server:port/hr/mobile/HRMobileLogon.jsp

https://server:port/hr/mobile/HRMobileLogon.jsp

server:portは、サーバーとポートのアドレスです。

3. 要求されたら、ユーザー名とパスワードを入力します。

4.「OK」を押して Financial Reporting リポジトリにアクセスします。

リポジトリにアクセスすると、次のことを実行できます。

• レポート、スナップショット・レポート、ブックおよびスナップショット・ブッ
クを選択して表示します。レポートとブックの表示を参照してください。

• プロンプトへの応答および展開機能の使用を含め、レポートおよびブックを操作
します。レポートとブックの操作を参照してください。

モバイル・デバイスで Financial Reporting を使用する場合は、次に示す、モバイル・
デバイスでの Financial Reporting の使用と他のプラットフォームでの使用の相違点に
注意してください。
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• レポートの操作のメニューはレポートの上部にあり、次の操作が可能です。

– HTML プレビュー

– リフレッシュ

– PDF プレビュー

– ユーザー視点のプレビュー

• レポートの「PDF プレビュー」では、モバイル・デバイスの画面に現在表示可能
なページ領域のみが表示されます。別のページにスクロール、または同じページ
内で下にスクロールするには、画面の左上にある「起動」リンクをタップします。
レポートが別のブラウザのタブに表示され、PDF レポートのすべてのページであ
らゆる操作が可能です。

• モバイル・デバイスの「PDF プレビュー」でレポートまたはブックを起動するに
は、リポジトリ・リストのレポートまたはブックの名前の横の PDF アイコンをタ
ップします。

• ユーザーの POV のプレビューとプロンプトは別個のブラウザ・タブに表示されま
す。

• iPad および Android タブレットなどのデバイスでは、レポートまたはブックが開
いている場合はフォルダとオブジェクトのリストが 1 つのペインに表示され、開
いているレポートまたはブックは別に表示されます。しかし、iPhone や Android
携帯電話などのデバイスでは、レポートまたはブックが開くと、レポートまたは
ブックのコンテンツは画面のフォルダおよびオブジェクト・リストと置き換わり
ます。電話のナビゲーション・ボタンを使用して、開いているレポートまたはブ
ックとリポジトリのリストとの間を移動します。

• モバイル・デバイスから Financial Reporting にアクセスする場合、ユーザーはレ
ポート、ブックまたはバッチの作成、バッチのスケジュール、またはエクスプロ
ーラ・リポジトリのユーザー・プリファレンスの編集を行います。

• モバイル・デバイスでは Microsoft Office へのレポートのエクスポートはサポート
されていません。

• モバイル・デバイスでは注釈がサポートされていません。

レポートとブックの表示
ブック全体またはブック内の個々のレポートを表示します。

次も参照:

レポートの表示

ブックの表示

レポートの表示

レポートでユーザー POV にディメンションが含まれる場合、ディメンションがレポー
トまたはブックの上に表示されます。ユーザー POV にディメンションを設定すると、
ディメンションの変更が可能になり、ディメンションの変更により POV が変更されま
す。また、ディメンションを変更するにはレポートまたはブックの再生成が必要にな
ります。

レポートとブックの表示
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ノート:   

リポジトリでは、レポートまたはブックを実行する前に、現在のユーザー POV
の設定ページを表示できます。現在のユーザー POV の設定は、レポートまた
はブックの実行後に編集できます。

PDF で表示するレポートは、ユーザー POV を使用して生成され、PDF で出力されま
す。複数のページ・メンバーを含むレポートは、すべてのページ・メンバーに対して
生成され、表示されます。HTML レポートはユーザー POV を使用して生成されます。

レポートを表示するには:

1. エクスプローラ・リポジトリで、「ファイル」、「開く」、「ドキュメント」の順に選
択し、レポートを選択します。

2. オプション: ユーザー POV の設定のプレビュー・ダイアログ・ボックスが表示され
た場合は、設定を変更し、「OK」をクリックします。

ページが表示された場合は、「ユーザー視点」が Oracle Hyperion Financial
Reporting の「プリファレンス」で選択されています。

3. レポートの上部にある POV バーで、ディメンションを選択して「メンバー選択」
を開きます。別のメンバーを選択し、「OK」をクリックします。

レポートのコンテンツに POV の変更が反映されます。

4.「表示」、「ユーザー視点のプレビュー」の順に選択します。

5.「ユーザーの視点のプレビュー」で、「選択」をクリックしてディメンション選択を
変更します。

6.「メンバー選択」で、別のメンバーを選択し、「OK」をクリックします。

レポートがリフレッシュされます。

ブックの表示

ブックは、HTML または PDF で表示できます。PDF の場合、ブック全体またはブック
内の個々のレポートを表示できます。レポート名を選択すると、ブックで指定されて
いるすべてのメンバー組合せのレポートが生成されます。

レポートをブックに追加したり、メンバーを変更したりできます。

ブックの実行前にユーザー POV をプレビューできます。ブックを表示すると、ユーザ
ー POV と目次が表示されます。ユーザー POV では、レポート・グリッドで定義され
ていないディメンションのメンバーを指定します。ユーザー POV のメンバーを変更
してからブックを実行して、新規メンバーのデータを表示できます。

目次を使用して、表示するレポートを検索したり、オプションを設定したりできます。

ノート:   

ブックの生成や表示にかかる時間は、ブックのサイズによって異なります。ブ
ックはいつでも取り消すことができます。

ブックを表示するには:

レポートとブックの表示
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1. ファイルのリストから「表示」、「表示するアイテムのタイプ」、「ブック」の順に選
択します。

2. ブックを右クリックし、「ファイル形式を指定して開く」を選択して「HTML プレ
ビュー」または「PDF プレビュー」を選択します。

ブックに HTML コンテンツが含まれ、「PDF のブック全体」を選択すると、表示お
よび印刷されたブックには HTML コンテンツが含まれません。

3. オプション: 「現在のユーザー POV の設定」ページが表示された場合は、設定を変
更し、「OK」をクリックします。

このページが表示された場合は、Oracle Hyperion Financial Reporting の「プリフ
ァレンス」ダイアログ・ボックスで「ユーザー視点」が選択されています。

4. オプション: 「ブックの目次」ページで、ユーザー POV を変更し、新規 POV のレ
ポートを表示します。

5. 特定のドキュメントを表示するには、ドキュメントをハイライトして「レポートの
表示」をクリックします。

レポートとブックの操作
ユーザー POV の変更、プロンプトへの応答、展開機能および関連コンテンツの使用に
対応します。

次も参照:

ユーザー POV の変更

プロンプトへの応答

展開機能の使用

関連コンテンツの使用

ユーザー POV の変更

ユーザー POV はレポート・グリッドに定義されていないディメンションのメンバーを
指定するもので、設計時に指定された動的なレポートとブックに使用可能です。レポ
ートやブックの実行前にユーザー POV のメンバーを変更できます。その後レポート
やブックを実行して、新規メンバー・データを表示できます。レポートやブックの実
行後にユーザー POV を変更することもできます。

レポートまたはブックを HTML で表示する場合、ユーザー POV は、コンテンツ領域
のレポートまたはブックの目次の上に表示できます。

各ディメンションまたはメンバーはリンクになっています。リンクを選択すると、「メ
ンバー選択」ページが表示され、そのページでディメンションのメンバーを選択でき
ます。ディメンションのメンバーはツリー・ビューに表示されます。ツリー・ビュー
はディメンションのメンバーの階層表示です。メンバーを展開してその子を表示でき
ます。親メンバーへのアクセス権がない場合、親と子の階層はツリーで表示されませ
ん。かわりに、階層は大きなフラット・リストとして表されます。

ノート:   

多くの場合、Financial Management のディメンションには複数の最上位ノー
ドが含まれます。

レポートとブックの操作
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ノート:   

ツリー・ビューは完全アクセス権を持つサービス管理者に限定されています。
他のすべてのユーザーには、フラット・リストが表示されます。

メンバー検索方法:

• データ・メンバーの行を展開し、視覚的に検索します。「すべての行を展開」ボタ
ンを使用すると、すべての行を展開できます。

• 「検索」テキスト・ボックスを使用して、メンバーまたは別名と説明で検索しま
す。検索条件には、*や?などのワイルドカードを使用できます。

プロンプトへの応答

レポートは、プロンプトを含むように設計されている場合があります。プロンプトは、
レポートまたはレポートを含むブックを表示するときに表示されます。プロンプトに
応答し、プロンプト・リストからメンバーを選択することで要求された情報を指定し
ます。

レポートまたはブックのプレビュー時にプロンプトに応答するには:

1. レポートまたはブックを右クリックし、「ファイル形式を指定して開く」を選択し、
「HTML プレビュー」を選択します。

2. 次のいずれかを行います:

• 「選択」テキスト・ボックスに、既知の場合はそれぞれのプロンプトのメンバー
名を入力します。テキスト・ボックスを使用できない場合、プロンプトには別
名が含まれています。テキスト・ボックスを編集するには、既存のテキストの
上に入力します。各メンバーをカンマ(,)で区切ります。

• メンバー名が不明な場合は、「メンバー選択に移動」 をクリックします。「メ
ンバーの選択」ダイアログ・ボックスで目的のメンバーを選択し、「OK」をク
リックします。

3. オプション: 変更を元に戻すには、「プロンプトに応答」の「リセット」をクリック
します。

4.「OK」をクリックしてレポートを実行します。

展開機能の使用

展開機能でレポート参照者はメンバーの子とそれに対応するデータを表示できます。
展開機能は、HTML レポートの表示時にのみ使用できます。展開機能が使用可能にな
っている行と列には、右向きの三角形が表示されます。その三角形をクリックすると、
関連付けられている詳細が表示されます。展開機能を実行すると、展開対象として選
択した行と列の近くにページが配置されます。展開機能は設計時に設定されます。

展開機能を使用する場合:

• 行または列の右向きの三角形をクリックして、次のレベルの詳細を表示します。
(複数のレベルの詳細を表示するには、複数回クリックします。)

• 展開した行または列の下向きの三角形をクリックすると、メンバーが縮小されま
す。

レポートとブックの操作
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ノート:   

背景色が展開に使用される三角形と同じ色の場合、展開矢印を表示できませ
ん。

関連コンテンツの使用

関連コンテンツは、他の Oracle Hyperion Financial Reporting ドキュメントと他の
Oracle サーバーのドキュメントにリンクします。関連コンテンツはレポート設計者に
よって設定され、HTML でのみ使用できます。関連コンテンツのリンクを表示するに
は、グリッド値をクリックします。グリッド値には、デフォルトで下線が付いていま
す。

関連コンテンツ用に選択されたセルのメンバーは、ユーザー POV に渡され、関連コン
テンツ・レポートで使用されます。したがって、関連コンテンツ・レポートのコンテ
キストは、プライマリ・レポートで選択されたセルです。たとえば、行セルのマージ
ン行とボストン列のセルを選択した場合、Financial Reporting によって勘定科目ディ
メンションのユーザー POV がマージンに、エンティティ・ディメンションのユーザー
POV がボストンに設定され、関連コンテンツ・レポートが表示されます。Oracle
Hyperion Financial Reporting Studio ユーザー・ガイドを参照してください。

関連コンテンツのルール:

• オブジェクトに対して 1 つのアクション(HTML)のみ使用可能になっている場合、
アクションは「関連コンテンツ」ページに表示されません。

• デフォルト・アクション(HTML)は、オブジェクト・ラベルの横に表示されます。

• フォルダは「関連コンテンツ」領域に表示されます。

• オブジェクトレベルのセキュリティは、レポートの表示が要求されたときにフォ
ルダ内で監視されます。

関連コンテンツを使用するには:

1. レポートで関連コンテンツのリンクをクリックします。

関連コンテンツのリストで 1 つのレポートが選択され、1 つのアクションのみ指定
されている場合は、レポートが開きます。複数のレポートが選択されているか、複
数のアクションが指定されている場合は、別のブラウザ・ウィンドウに「関連コン
テンツ」ページが表示されます。

2.「関連コンテンツ」ダイアログ・ボックスが表示された場合は、リンクをクリック
します。

クリックしたリンクがフォルダでない場合は、クリックされたドキュメントまたは
アクションの組合せが表示されます。

レポートとブックの操作

9-6   Oracle Hyperion Financial Reporting ユーザー・ガイド


	目次
	ドキュメントのアクセシビリティについて
	ドキュメントのフィードバック
	1 Financial Reportingのプリファレンスの設定
	Financial Reportingプリファレンスの設定
	Financial Reportingの全般プリファレンス
	Reporting Studioのプリファレンス

	2 データベース接続の管理
	データベース接続マネージャ
	データベース接続の追加と編集
	データベース接続へのログオン
	データベース接続のプロパティ
	アプリケーション名とデータベース名の選択
	データベース接続の編集
	データベース接続の削除
	データベース接続の変更
	Essbaseサーバーへのアクセス
	Analytic ServicesとPlanning詳細のデータベース接続の変更
	Analytic Servicesからプランニング詳細への変更
	プランニング詳細からAnalytic Servicesへの変更


	3 Financial Reportingブックのドキュメントの設計
	エクスプローラ・リポジトリのファイル、フォルダおよびドキュメントについて
	ドキュメントの作成
	ブックについて
	ブックのタイプ
	ブックの視点
	ブック出力

	ブックの作成
	ブックを作成する際の考慮事項
	ブックの作成
	ブック・プロパティの設定
	ブックでの関連コンテンツの動作
	ハイパーリンクおよびFRExecuteの動作の処理

	目次の追加
	目次テキストの設定
	ブックの目次への見出しテキストの追加
	目次のカスタマイズ

	表紙の追加

	ブックへのレポートおよびドキュメントの追加
	ブックへのレポートの追加
	ブックへのドキュメントの追加
	ブックでのMicrosoft Wordドキュメントの使用
	ブックでのMicrosoft Wordドキュメントの使用について
	Microsoft Word内のハイパーリンクの作成
	FRExecuteを使用したFinancial ReportingレポートのMicrosoft WordおよびHTMLドキュメントへの埋込み
	FRExecuteについて
	FRExecuteの構文
	FRExecuteを使用する際の考慮事項
	FRExecuteの例

	テキスト・ファイルの印刷
	Microsoft Wordテンプレート

	Financial Reportingドキュメントのユーザー視点の設定

	レポートおよびドキュメントの検索
	検索について
	検索の開始
	詳細検索の使用
	検索構文
	サポートされているMIMEタイプ
	セキュリティ
	検索結果

	メンバーの操作
	ブック内のドキュメントのメンバーの選択
	選択可能なメンバーの制限
	ユーザーの視点をブックの視点のメンバーにする
	関数を使用したメンバーの割当て
	条件に基づいた複数のメンバーの選択
	メンバーの検索
	ページ・メンバーの変更
	グリッドPOVのメンバーの変更
	1つのレポートから別のレポートへのメンバーのコピー
	選択したメンバーのプレビュー
	レポートまたはブックからのすべてのメンバーの除去

	ブックのオープン、名前変更および保存
	ブックおよびスナップショット・ブックを開く
	ブックとスナップショット・ブックの名前変更
	ブックの保存

	レポート、ブックおよびスナップショット・ブックの表示
	レポートの表示
	ブックの表示
	スナップショット・ブックの表示

	レポート、ブックおよびスナップショット・ブックの印刷
	レポートの印刷
	ブックの印刷
	ブックからのレポートの印刷
	ブックから生成されたPDFファイルの機能

	他のFinancial Reportingオブジェクトと同じ名前を持つスナップショット・ブックを開く
	ブック・エディタでのURLの追加
	汎用URLの追加
	Oracle Universal Content ManagementのURLの追加
	Oracle Universal Content Managementのプロパティ値の検索
	Public Sector Planning and Budgetingでのブックの使用
	Public Sector Planning and Budgeting意思決定パッケージとFinancial Reportingの使用
	意思決定パッケージの概要
	Financial Reportingブックへの意思決定パッケージ・レポートの追加

	予算台帳のカスタマイズ - 例
	予算台帳 - 全体的なプロセス


	4 バッチの設計
	バッチについて
	バッチの設計
	バッチのプロンプトの定義
	プロンプトについて
	プロンプトへの応答
	プロンプトの定義


	5 バッチのスケジュール設定
	バッチのスケジュールについて
	バッチの実行のスケジュール
	ログオン資格証明の指定
	バッチ視点用のメンバーの選択
	バッチ宛先の指定
	バッチのスケジュールの電子メール・アドレスの選択

	バッチ・バーストのスケジュール設定
	バースト宛先ファイルについて
	バースト・ファイルの選択
	バースト・リストのプレビュー
	バースト出力ラベルの指定

	バッチ・スケジューラ操作
	バッチの削除
	バッチ・スケジューラからバッチの削除
	バッチ・スケジューラ結果の自動削除

	エクスポート済ファイルの取得
	スケジュール済バッチの詳細の表示
	コマンド・ライン・スケジューラのためのバッチ・ファイルの準備
	スケジュール済バッチのログオン資格証明の変更
	HTMLブックをWeb表示用に開く
	HTML Web出力例の表示
	バッチ・プロパティの新規バッチへのコピー
	バッチ・プロパティの変更
	スナップショットとスナップショット・ブックに対するファイルの権限の割当て


	6 注釈の使用
	注釈について
	注釈の要素
	注釈を使用する際の考慮事項

	注釈の作成
	注釈の表示および非表示
	式のセルでの注釈の動作
	注釈要約の表示
	注釈詳細の表示
	注釈の編集
	注釈コンテキストの編集
	注釈印刷プリファレンスの設定
	注釈権限の設定

	7 注釈マネージャの使用
	注釈の検索
	コンテキスト検索
	詳細検索

	注釈と関連付けられたレポートの表示
	注釈への返答
	注釈の削除
	注釈に対するソースの変更
	セル・テキスト、プランニング・ユニットの注釈、およびドキュメントの添付ファイルを注釈として表示
	注釈コンテキスト要素の変更
	注釈の監査

	8 コマンド・ライン・スケジューラ
	コマンド・ライン・スケジューラ・インタフェースについて
	バッチ入力ファイルの作成
	コマンド・ラインからのバッチの起動
	外部スケジューラを使用したバッチのスケジュール
	パスワードのエンコード
	属性の変更
	バッチ入力ファイルのXMLタグ・リファレンス
	BATCH_JOB_OBJECT - ノード・タグ
	RUN_OPTIONS - 子ノード・タグ
	NOTIFICATION/EMAIL - 子ノード・タグ
	JOB_STATUS - 子ノード・タグ
	JOB_OBJECT - 子ノード・タグ
	DATA_SOURCE_USER_CREDENTIALS - 子ノード・タグ
	HR_USER_CREDENTIALS - 子ノード・タグ
	OUTPUT_OPTIONS - 子ノード・タグ
	CHILD NODE - HTML
	CHILD NODE - PDF
	CHILD NODE - SAVE_AS_SNAPSHOT
	CHILD NODE - PRINT
	USER_POV - 子ノード


	9 モバイル・デバイスからのFinancial Reportingへのアクセス
	モバイル・デバイスからFinancial Reportingへのアクセスの概要
	レポートとブックの表示
	レポートの表示
	ブックの表示

	レポートとブックの操作
	ユーザーPOVの変更
	プロンプトへの応答
	展開機能の使用
	関連コンテンツの使用



